
第７５回簡易アンケート（国際課）　国際交流・協力活動と多文化共生について 自由意見

1

毎朝の交通指導で外国人の親子に接することがあるのですが、あまり外国人という意識する
ことなく接しております。それは、日本語で普通にお話しすることができるからです。

確かに私たちも英語ができたほうが良いのかもしれませんが、外国人の方も日本に暮らすの
ですから一日も早く日本語をマスターしていただけたらと思います。

そのために行政やＮＰＯ、ボランティアによる支援を充実させてほしいと思います。


2

時代の流れで今後は多くの外国人が我々にとって身近な存在になりつつあるので、外国人の
為の職探しやその家族のお世話、特に小学生での日本語の補習など課題も山積と思いま
す。それに対応すべく英語が堪能な日本人のボランティアを発掘し、それらの支援に向けるこ
とも大切と思います。

3
子供よりも大人への対応に重点を置くことが1番

大人は差別が目に見えてひどい

4 県内の交通標識に外国語表記が少ないと思います。充実を望みます。
5 身近に事例がなく、考えたこともありませんでしたから、現在は特に意見などはありません。

6

市のはずれに住み、子どもも成人したため、外国の方との接点は、まったくない状態。ユニセ
フのマンスリーサポートを通じて、外国の子ども達への支援活動で、海外とつながっているくら
い。日本の食文化や風習を知ってもらうため、一日くらいなら、外国の方を自宅に招待して、
交流をもってもよい・・・と、考えている。

7

多文化共生の推進は非常に良いことと思います。

先日友人と仙台方面に旅行しましたが、観光地が日本ではないようでした。観光客の７割が
外国人で、マナーも良くありませんでした。売店も売り上げだけが目当てに見え、少し悲しくな
り私自身売店で物を買う気になれませんでした。
自身外国旅行の機会があるときは、注意したいとつくづく思いました。


8
一口に言って外国人の国籍等により接し方が全然異なるから、そういう活動に参加することに
躊躇する、特に以前近くに寮で生活していた人たちがあまりにも勝手すぎ日本としてのルー
ルをまるで無視した生活をしていたから馴染めない。

9
日常会話程度の英語なら使えるので、地域でボランティアとして必要な場合は参加したいと
思っていますが、情報不足です。

10
確実に外国人住民が増えている状況で、その流れは今後ますます加速されるものとも思われ
ます。子供たちの未来の為にも、多文化共生をより具体的に進めていけるような施策づくりと
実行をお願いしたいと思います。

11
治安が悪くなる、国際問題、などがある昨今になぜ好き好んで異文化交流をしようとするの
か。交流したくない。

12

多文化共生という言葉も非常に難しい。きれい事では書けるが、実情はどうであろうか？必要
性（原因・理由等）により異なる。難民で入ってくるのか、旅行で来るのか、働きに来るのか
…。人口減少から他国民に助けてもらわなければならない未来も含めて、子供の教育の中
で、教師も家庭も理解をした上で取り組んで行くのが一番の近道であると考える。時間がかか
るが一番堅実な手段であると考える。

13
いまの生活の中で全く外国の方との交流がありません。
従ってあまり交流について考えたこと
がありません。異文化を知ることは興味があります。


14
国際交流は必要と思います。地球上の人々が仲良く暮らせば、戦争もなくなると思います。
まず行政が率先し、外国人が暮らしやすい国にすべきです。

15
県が市町村とタイアップして関連して交流を促進していくべきである。

とくにオリンピックを念頭に進めていただきたい。

16
外国人個々の事情が、地域の住民に周知されるような、県の体制づくりが大切であると思い
ます。個々の事情の違いを把握して、地域の自治会も情報が行き渡るよう、県としての体制を
作ることが先決ではと思います。

17 私も、以前はハワイでボランティアをしていたが、機会があったら、またやりたい。

18
日本のルールやマナーを守って欲しい。

あまりにも自由勝手過ぎる時があり、注意してほしいです。


19
人口減の社会なのだからアジアなどから移民を受け入れて共生する道を採らざるを得ない、
気持ちでは分かっていても面倒な気が先だって積極的になれない。

官民共に引っ込み思案な日本の住民を引き出す企画が必要である。

20
これからの時代は外国人との交流は当たり前になると思うので、お互いが嫌な思いをせずに
過ごせる環境整備が必要だと思う。

質問１１
国際交流・協力活動と多文化共生の推進について、ご意見、ご要望などがありましたら、自由にお書きく
ださい。
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21
地域住民との交流を促す行政支援。

学校教育の場で、人間は平等であり多文化共生を教育する。

22

多文化共生がさらに進むと思う。

基本は外国の人々に日本の生活に慣れてもらう（最低限）必要がある。

そのための援助はするが、構いすぎてはいけないし、みんなで普通の
生活ができればと願
う。

23 お互いの生活上のマナールールを知ることが必要。
24 多文化共生とは漠然としていて、もっと具体的に知りたい。
25 中学・高校・大学生にさらに外国人との交流の場を、語学の勉強の場を提供してほしい。

26
国際的なイベントが県内で開かれる際は、語学力などの能力に応じてボランティアを募集す
べきだろう。また、東京オリンピックの関連でも県内でボランティアを募集してほしい。埼玉は
他県と比べると県民の国際化が遅れていると思う。


27 外国人と接することがあれば、日本人と同じように、接していきたいと思います。


28
あまり接することがないので、通訳さんが入ったランチ会など気軽に参加できる場を作ってほ
しい。

29
積極的な外国人はいいのですが、
やはり言葉が通じないことから日本人と関わろうとしない人
も多いのが現状。

もっと積極的に関わりやすい環境を作ってあげられる埼玉になるといいと思う。

30 質問10で述べていることに関し真剣に取り組んでほしい。

31
多文化共生は、聴いた人はなんとなくわかったような気分になるが実態を知る人は少ない。
多文化共生をもう少し分析し、実態に迫る施策を望みます｡


32
近所にも働いている外国人がいますが、彼らは自国民との付き合いがほとんどのような気が
する。小生も海外に滞在したことがあるが、同じような状況であった。それを修正するには、行
政の力がかなり重要だと思われる。

33

カナダの某市の住民の70％が中国人で占められてしまった問題を先日NHKが放映していた。
愚生の住んでいる周辺も、いずれ同様な状態を招かないかと危惧している。多勢に無勢で、
カナダのようになってしまってからでは対策がなくなってしまう。難しいのは百も承知している
が、一定限度以上特定国の住民が居住できないような条例の制定を真剣に考えてほしい

34 本アンケートの送信先にどれ程の外国人が含まれているのであろうか？
35 言葉の意味自体がよくわかりません。

36
少子高齢化の日本は、外国人との交流・提携なしには生きて行けない。このため、多文化共
生を進めることは大切なことと思います。

37
外国人もスマートフォンやタブレットを用いて、生活することが多いと思います。多言語のアプ
リケーションを提供する自治体も多いと思いますので、ITを活用した外国人向けサービスを提
供する仕組みの展開を期待します。

38
いろいろなイベントがあるが外国人があまりいないように見える
。
これは言葉の問題がネックかと思いますが、その地域の住民にもPRし同じ住民として接する
よう指導すべきです。

39
県内に居住する外国人との交流の場や機会をもっと作ってもらいたい。

また、そのような場や機会を日本人にも外国人居住者にも、もっと周知してほしい。


40
言語がわからないとコミュニケーションがとりにくい。いくつになってもやはり外国語を学びた
い。

41 今の日本からしたら
ありえない生活行動をするので
協力したいと思わなくなりました。
42 交流に直面した時考えればよい。

43
何よりも、当該外国人に対して、日本の生活ルールや習慣などを周知させることが肝要です。
特定地域に、当該国出身者が集結してしまうことのないようにすべきです（故に、当該者が孤
立しないよう、日本語教育が必要になります）。

44 安易な言葉だけの国際交流より、国際常識を兼ね備えた国に限るべき。

45
長年ワンナイトステイを行っていますと、海外にお友達が増え、生活が豊かになるような気が
します。年をとるとお世話するのは大変ですが生きがいにもなるようです。孫でもいると子供
の教育にもなる（国際人としての意識をもたせる）と思うのですが………

46
身近に外国人と触れ合う機会がないまま大人になると、つい敬遠したり身構えたりすることが
あるので、幼少期より関心が持てるよう学校教育機関で交流の企画を作ってもらえるとありが
たい。

47
学生時代音楽の勉強をしていたので　国際文化交流に関心があります。　現在英会話の勉
強に通っています。　またユニセフなどを通じて寄付をしたりしています。　日本は治安も良く、
外国人も観光客や移り住む人も増えている現在、とても大切なテーマだと思います。

48 小中高学校に外国人講師をもっと増やして子供のうちからなじませるべきだ。
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49 外国人と接することが少ないので、あまり意識したことがない。

50

国際交流について、自分がまだ働いていたころ技術支援を３か国ぐらいの人にしたことがあり
ます。当時はまだ草分け的なことであったため、自分でもいわゆる日本流の仕事、慣例などを
一方的に教えていたと感じる。これからの国際交流は支援、協力する側も勉強して言葉の
壁、文化の違い、生活習慣の違いなどをよく理解して、相手がすべて吸収してくれるような交
流をしていただきたいと思う。これから外国の協力を受けなければ成り立たないことも出てくる
と考えられるので、言葉、文化の違いなど勉強していかなければいけないと思います。

51 努力を続けてください。
52 現在の施策を着実に実行していただきたい。

53
・日本の習慣、ルール、マナー等の理解をしていただく

・日本が今まで行って来た莫大な経済援助、技術援助等を正しく伝える

54
海外からの方々が、安心して生活等ができる体制作りが必要だと思う。

（受け入れ体制などや支援）

55
私の住む町内会でも、回覧板に外国人の名前が入っている。回覧物は全て日本語なので内
容が分かっているか気になっている。

56
外国人に対して言葉の壁等で拒否反応をする方が未だに多いと思います。身振り手振りでも
どうにかなることもありますので、積極的に外国人と埼玉県民が交流できるような体制作りや
意識啓発をお願いいたします。

57 わけへだてなく、共生できればよいと思います。

58 しなくていい。

59
中国、朝鮮半島とは特に隣国なので仲良くしていくためにも・・・・具体的には思いつかない
が・・・・この思想は必要だと思う。

60 日本人にも外国語ができるよう支援活動してほしい。
61 言葉の問題がネック

62
外国人観光客や留学生のマナーの悪さが目につきすぎる。

なんとか改善できないものだろうか。

63
楽しいことは言葉の壁を破りますから、楽しいことで交流できたら良いですね。日本人の生活
の質、ゆとり、豊かさの教育とも関連しているかも知れません。他を受け入れるには、まず自
分たちが満足していなければ難しいと思います。


64
外国語のできない日本人と日本語のできない外国人とのコミュニケーションの取り方をどうし
ていくかが、国際交流・協力活動と多文化共生の推進に必要だと思う。

65
まじめな外国人は歓迎するが、そうでない人は徹底的に取り締まってほしい。今後犯罪が増
えるのではないかと危惧している。

66

住んでいる地域に、外国人が住むようになりました。

言葉もあまり通じず、
教育や考え方も日本と相当違うと思うと、一種の不安があります。
多文
化共生といっても、問題は各人それぞれいろいろあると思います。
困った時に相談を受けてく
れる機関を充実させてください。

67 地域において、外国人との交流の機会を設定してほしい。

68

特に「外国人だから」仲良くする、仲良くしない・・という気持ちはない。自然に話して仲良くなっ
た人と交流を深めたい。外国の方が日本の人と仲良くなりたいがそのような場が無いなど
困っているのであれば、そちらの方々の声を拾って様々な対策を取るのが良いのかな？と思
う。「多文化共生」の考えが、日本人ではなく外国の方にとって良いものになればよい。

69
海外からの観光客も増えているので、交通や公共施設の言語表記を早急に対応させるべき
である。

70

現在外国の方と接する機会がありません。しかし、過去外資系企業で働き私的交際もあり、
子供全員は高校時代ショートスティを経験させたりしてきており、交流の必要性は大事と感じ
ております。外国人住民の子供を含め若い世代には数多くの接する機会を教育を通じ与えら
れたらと思っております。特に、公制度での経済的支援があればベストと感じてます。

71
年に１度海外旅行をしますが常々もっと英語を話せたらと感じています。国内、県内で外国人
ともっと交流をもてたら少しは、英語での意思疎通ができると思います。そのような交流の場
が身近に多くあれば参加したいです。

72 身近に外国人の人と接する場が増えればいいなと思います。

73
外国人といっても、アジア、中東、中南米、欧米と出身国によって来日の事情が大きく違う、さ
らに出身国の国情もさまざまだ。個人個人の対応まではムリとしても、もう少し細かく情報発
信してほしい。

74
近所にはアジア圏の人たちが沢山住んでいます。彼等とは文化の違いが
あるのでお互いに
歩み寄り理解できたらいいですね。
そのためにも地域ごとの小さいイベント、例えば夏祭りに
積極的に参加してもらうと
気持ちが伝わるように思います。

75 いかに友だちになるかが第一歩かな。そうでないと日本人と外国人の壁がある。
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76

日本に来る外人は日本語を習って来るべきだ、と同僚から言われたことがある、

その時は日本語は難しいからこちらが英語を話せるようにすべきだと言い返したことがある、
でも今思えば、二人とも正解であることが分かる、つまり、お互い勉強して、がんばらなければ
ならないことで、仕事でも、娯楽でも意思疎通が大事、言葉の弊害はあるけれども、まずは意
思疎通、ことばの弊害はこれで解消できると経験から言えると思う。

77 今後、必要になると思います。

78
街のあちこちで外国人の方をよく見かけるようになりました。彼らはどのようにして生活してい
るのか。　彼らが何を目的にして、いつまで滞留しているのかも分かりません。

そういうことが漠然とした不安につながっていると思います。

79 幼稚園や小学校など低年齢のころからそうした啓蒙活動がなされるとよいと思います。
80 寛容の精神醸成が必要かと思う。

81
受け入れるにあたって、会話と習慣について、学んでもらうことが、初歩である。

それができていないと、日本で暮らすことは難しいと思う。

よって、それがきちんとできるように、県が指導・協力することが必要と思う。

82
空き教室や放課後の学校などで外国人に対する無料の日本語教室などで支援することが大
切です。アメリカなどでは、州によっては、すでに1970年代から
実施しています。

83 まずは日本語の資料の英語化から取り組む必要がある。
84 県庁、大学や市役所にもっと外国人を採用を考えていただけないでしょうか。
85 外国人居住者の地域への溶け込みの支援。
86 外国人が孤立化しないように交流の場を作る。

87
いろいろなタイプ（多様性）の子どもたちが海外で学ぶチャンスを与える必要があります。県と
していろいろな方向性から募集して留学させる道を作れば、その子たちが学んできたことを県
のために還元し、次に学ぶ子の為に動くような、循環していく流れを作ってほしいです。

88
もっと身近なところで、国際交流があったら良いと思います。オリンピックでは、ボランティアを
やってみたいので、東京のように、いろんなボランティアに参加できるように、今からチャンス
を作ってほしいです。

89

外国人の駆け込み寺的な施設（役所の出張所のような）を最低でも、埼玉県内の電車の駅に
作ってほしい。外国人に突然いろいろなことを質問されても、すぐにその場所に案内できるの
で。その場合、施設間は、ネットワークでつながっていることが条件。

自分が外国に行ったと考えれば、何が必要かいろいろ思いつくと思うので、様々な年代の人
に意見を聞くのもよいと思います。

90
地元の町では外国人の労働者であろう人々が自転車に乗って通勤していたり、スーパーで買
い物をしていたりするのを見かけるが、交流は全くないので、常に母国語を同国人と話し行動
しているのを見ると、偏見とわかりつつも警戒するような目で見てしまう。

91
真面目な外国人にはもっと丁寧な案内板、説明パンフレットなど日本の習慣を知ってもらうこ
とが大切。

92
とかく掛け声中心で終わる傾向が多いので、県庁内に気軽に外国人が来られる、来たくなる
交流・相談・学べる場（部屋）を設け、臨時職員に任命した意欲のある専門知識を持った人な
どと交流できるようにしたらいかがかと思う。

93 「国際交流」とうたわなくてもいい、国籍が関係なく暮らせる埼玉になればいいです。

94
日本人がもっている伝統や文化や風土を外国の人々に理解してもらう、なかなか、難しいこと
かもしれないが、絆やつながりはきっとできると思う。小さなできるところから、取り組んでいく
ことが大事だと思う。

95 近所に外国の方が多くなりました。交流が深まるよう、行事が増えると良いなあと思います。

96

今後我が国はより多くの外国人に対して開かれた場所になっていくだろう。埼玉県も当然なが
らそういう場所になっていかなければならない。
そうした時に、まず変えなければいけないの
は、何よりも我々の頭の中だったりする。
どうすれば頭をやわらかくして、異なる文化を受け入
れていけるか？…そこが肝心だ。

97
日本人も外国人も暮らしやすい埼玉県を形成することで、多文化共生が進んでいくことを期待
します。

98
こういった活動に参加できない、参加しない外国人の取り込み方法をもっと検討すべきであ
る。

99 イベントを通して誰でも気軽に交流できる機会が増えるとよいなあと思います。

100
外国人への危機管理や危機意識、防災・減災教育、体験をもっと実践的に、具体的に考え、
行動してほしい。今の状況では外国の人の命を守れないし、救えない！プランには書いて
あっても絵に書いた餅の状態。

101
知らず知らずに外国人が地域に増えていて、どうしてこんなに居住していられるのか不思議
です。滞在期間は法律の範囲以内でしょうね。日本の文化を全く無視してごみは捨てるは夜
中公園でたむろして大声で騒ぐは、いったいどうなっているのでしょうか？
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102 自治会との連携も大切だと思います。

103

埼玉県内でも外国人の姿を多く見かけるようになりました。彼らが良き市民として、日本に暮
らすのは容認すべきことかと思います。ただし、彼らが日本の習慣やマナーを守る場合という
条件は守るべきだと思います。国際化という言葉に踊らされず、地に足がついた推進を県に
は期待します。

104 埼玉県の海外への広報の充実

105
コミュニケーションが大事だと思います。世界の共通語である英会話教室を開催してほしいで
す。

106
外国人との接触は今後さらに増え避けて通れない課題でもある。義務教育での知識向上、他
国の文化を理解し受け入れる体制を整えていくべきだと思う。

107
日本は少子化、高齢化により、発展が難しくなります。積極的に、東南アジアの人たちに、来
てもらい、労働力を提供してもらう政策が必要です。彼らに、日本の専門学校で勉学できる環
境を整えてほしいと思います。

108 言葉や文化や習慣が違う中での生活は、慣れるまで難しいですね。

109
中国の研修生が以前会社にたくさんいたのですが、生活習慣、考え方の相違があり苦労しま
した。
日本の習慣やゴミ出のルールなど地域の人と摩擦が起きないようにする必要がある。

110 ２０２０年のオリンピック開催以降も見据えた推進をお願いしたい。

111
海外からの観光客だけじゃなく、日本に住む外国人のために、日本で生活する上で一番大切
なのは、日本語を話し理解できるようにすることだと思う
。

112

街の中や病院などで戸惑っている人を見ると放っておけない気持ちになります。けれど言葉
は通じるだろうかと一瞬迷います。大人も子供も、もっとコミュニケーション手段を身につけた
いと思うと同時に、学校教育の中でも英語以外の言葉の存在を学ぶ機会を増やしてほしいで
す。

113 日本の生活マナーをもっと指導するべきと思う。

114

町内会に外国人が年々増加しており、日本人と違い駐輪場でのルール違反が目立って多
い。自転車の駐輪場ルールを決めて説明しているが、ルールを守らない違反者が多くて困っ
ている。注意しても理解せず無視する人が多く、町内会議に出席要請しても出てきませんの
で、忍耐強くお願いしている毎日です。

115 外交がぎくしゃくしがちな今、草の根的な交流の重要さは増していると思います。
116 外国の文化を知る機会を自治体など中心に公共的に開催してほしい。

117

私にはイスラム教徒の友人(過去にホームステイで受け入れ）がいます。最近、日本人の知り
合いから非常に誤解されるのが、イスラム教徒＝IS　のように思われてしまうことです。イスラ
ム教徒といっても彼は、お酒も飲みますし、豚肉は積極的には食べませんが厳格に守っても
いません。ラマダンもやっていません。
イスラム教徒といえども千差万別で、テレビ等から得た
情報だけでは限界があります。グローバルな社会になっている現在、外国人と接しなければ
ならない生活がでてくるでしょう。お互いの文化を理解する意味でも外国人と直接かかわる機
会を増やしていくべきだと思います。

118 興味はあるが機会がないと思っている。

119
東京オリンピック・バラリンピックへの県としての取組みをもっと県民に訴えていくべきではな
いか。

120 積極的に行うべき。

121
インバウンド観光が埼玉県は弱いです。飯能市のムーミンを起爆剤にして、もっと観光客を呼
び込む仕掛けが必要だと思います。

122 英語圏の海外人と交流できる施設ガイドがあれば良いと思います。
123 交流の場が欲しい。
124 言葉が何とか通じれば、普通に一緒に生活できます。
125 交流の場・機会が増えると良いと思う。
126 語学学習が多文化共生の出発点になるのではないかと思う。


127

国際交流・協力活動と多文化共生の推進は、今後の世界情勢を考えると行うべきだと思いま
す。育った地域、環境が異なる人たちが共に生きて行くように努力することは、同じ日本人同
士の集団でも通用することだと思います。
他の違いを認めつつ、お互いの良さが残る社会に
なれるといいと思います。

128 平和ボケしてないでどんどん交流機会を増やすといい。
129 異文化の交流は必要である。
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130

専業主婦なので、家族以外と接する機会さえも少ないのに、まして海外の方と接する機会な
どはありません。
地域で、外国人と会話をする機会など作ってもらえると、参加しやすいと思い
ます。

週に1回1時間とかでも、基礎的な英会話教室とか、あると参加しやすいかなと思います。

そこから、何か発展していけばいいなと思います。

131

外国人といっても様々で一概にひとくくりはできないが、日本語が良く分かるし、挨拶もする感
じが良いと思っていた人が、ことゴミの出し方では、近所迷惑であったらしい。本人の問題で
はなく生まれ育った環境がなす業であり、日本に住んでいる以上日本のルールに従うのは当
然で、そういうことを入口である県なり市の方で指導しなければいけないことであると思う。

132 難しいことを考えないで身近な事から交流すると良いと思う。
133 国籍に関係なく、いろいろな人が心地良く暮らしていける埼玉県であってほしい。

134
これから英語がさらに重要となるため、子供向けの英語教室などを開催してほしい。民間の
教室に通わなくても地域の外国人との交流をもちながら、英語に興味を持つきっかけになった
り、日本語を習える外国人にもメリットがあるような活動になるとよいと思う。

135

日本風土文化を教え交流を推進してほしい。マナーの悪い外国人、不法滞在外国人が日本
の犯罪の多様化を推し進めていると思う。外国との交流は必要だと思うが、犯罪の多様化は
外国文化が入り込んでいるためだと思う。日本の治安を守ることが大原則であると思う。共生
は簡単にできるものではないと思うので慎重に取り組んでほしい。


136
日本の方が合わせるのも大事ですが、日本に来る方の日本語の勉強支援も必要だと思いま
す。

137 国により文化や習慣等が異なるので譲り合いながら、交流を展開していくことが大切と思う。

138 島国なのか、なかなか難しい面もあるけど、外国の方も案外人付き合いはいいですよ。
139 県は予算がないのだから、何もしなくて良いです。　市民自らが交流するのが一番です。
140 反日国との交流は避けたい。

141 子ども達に多文化共生の機会をたくさん与えてあげたいです。
142 外国人と触れ合う機会がないので活動はしてないですが、協力したいと思います。
143 市民が参加しやすいように、参加してみようかと思わせるような工夫が大切と思います。
144 肩ひじ張らないで　参加できる場所が増えると良い。

145
「あ、外国人だ！」とならない社会が理想的。外国の方も自然に社会になじんでいる環境作り
が大切だと思う。

146
新成長戦略の観点から、高度人材に絞って県内居住の推進を図るべき。

経済波及効果、財政上の効果など、地域への目に見える効果がないと、県民の理解を得る
のは難しいと思う。

147 逆に外国人はどのように思っているのか　交流会を通して意見を聞きたい。
148 資金不足
149 外国人に対して地震、火災、水害などの緊急避難についての啓蒙を図る。

150
外国人との子供同士の交流はすぐにできると思いますが、大人は難しいと思います。言葉が
いらないスポーツからの交流が一番よいと思います。

151

外国人が日本人と家庭を持っている場合、地域との交流はほとんど日本人が行なっており、
地域と外国人との交流はあまりないのが普通と思う。おそらく、職場では日本人と一緒に活躍
されているのではないかと思うが、ウィークエンド等には地域に出て地域の住民と交流し、一
般の住民社会になじんでもらいたいと思う。

152
なかなか日常生活では多文化共生の機会はないので、地方行政が主体となってイベント等を
企画してほしい。

153
グローバル社会は、特別なものではないと思います。特別な施策やイベントは必要ではなく、
自然と浸透していっているのではないでしょうか。特に、首都圏ではそう思います。

154
国際化は自然の流れであり、問題があるなら問題を洗い出して改善に対する支援をすればよ
い、県が乗り出して積極的に交流する必要はない。

155
日本の生活上のルールを周知するのは、日本人でも難しく、外国人にはもっと難しいと感じて
います。自治会任せは限界があると思います。県・市町村や企業がより協力しないといけませ
ん。

156
ここ最近、海外から日本への観光客が増えているので、埼玉にも海外の人たちが来たくなる
ような目玉になる観光スポットができるといいと思います。

157 埼玉県、市、区、町のガイドブックの多言語化
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158
私は趣味でアマチュア無線の愛好家ですが、このような場合にこそアマチュア無線を有効的
にとりいれたらいかがでしょうか？国際交流にも役立ち最近では災害の時にも大きな役割を
果たすツールです。是非、ご検討してみてください。

159 推進できるように個人としてもがんばりたいです

160
観光を始め外国人が増えている。礼儀知らずが目立つように感じる。日本の常識を一層啓蒙
することが、意思疎通にも役立つと思う。

161

これから英会話が重要とか言われているが、
国際交流を深めていくうえで、当然のことと考え
られる。
英語教育をどうこうするまえに、地域で外国人をもっと活用して
なじませていくようにす
れば、自然と英会話は身についていくと思う。
（決して英語圏に限らないが）

日本はどうしても島国だったので排他的で
海外のものを受け入れない傾向にあるが、もっと
理解をふかめて
前進していかなければ、東京オリンピックは成功しないと思う。

162
教条的な感覚や安易な感傷的な思考からの多文化共生には疑問を感じている。宗教問題や
固有文化の固執など先行国の問題多発を目の当たりにした時より慎重であるべきと結論す
る。

163

今後ますます外国人住民が増加する傾向にあることを考えると、日本人住民が外国人住民
の生活ルールや習慣を知ることも大切だが、先ずは外国人住民に日本の地域社会に積極的
に溶け込んでもらい、その中で日本の生活ルールや習慣を知ってもらうことがその第一歩と
思う。

164
外国人の為の学校教育体制を充実すべき。
外国人の子供が小学校に入学したら、言葉が対
応できる体制にすべき。
たとえば、インド人の子供が小学校に入ってきたら、インド語ができる
先生を
おいて対応すべき。

165
ヘイトスピーチや、狭あいな国粋意見が蔓延していることに、日本の島国感覚の行く末が案じ
られる。ふつうで、仲良く、みんなで解決する国際化意識が必要。

166

東京オリンピックを控え、当県に外国人が多く来ると思います。国際交流のメリットとデメリット
を考えルールの確立をすべきです。群馬県大泉町は沢山のブラジル外国人労働者が地元と
密着して生活しております。具体的な対応等参考になるかと思います。お調べしてはいかが
ですか。

167
語学力のない日本人が多すぎる。
また、日本の文化になじもうとしない外国人も多い。語学力
がないから、外国人に十分な情報を与えられないし、相手の理不尽な主張にへらへらと笑顔
でいる日本人にも閉口する。

168
島国なので難民が押し寄せる事態にはなっていないが、多文化共生は難しいことだと感じて
いる。

169
外国人の労働力はこれからもっと必要になるでしょう。企業は日本人と同様な待遇をしなくて
はなりません。私達、住人も彼等に温かく接しなければなりません。行政も今まで以上に外国
人が暮らしやすくなるような施策を講じるべきだと思います。

170
外国人が、居住している状況がわからないので、行政で知らせてもらえれば、交流の機会が
できると思います。

171

外国人が気軽に相談できる、いわゆる「駆け込み寺」のような組織をつくる。

日本人が海外で活動した場合でも同じだが、なんでも気軽に相談できる組織があると、外国
人にとっても心強いだろうと思う。そうしたことが日本人との間の壁をとりのぞき、積極的な交
流を可能にする。

172

政治、文化、教育、経済などの面で、日本が世界の一員となって働くためには、国籍を問わ
ず、どこの国とも仲良くしていかねばなりません。そのためには、あらゆる機会を捉えて、埼玉
県はいい所だ。また行こう。行って住みたいと感じさせることを考えなくてはなりません。リピー
ターを増やすためにも頑張らなくてはなりません。

173 ボランティアを養成して、交流や観光案内などできる講座があるとよい。
174 一概に誰でもとの交流は難しい面もあるのでは・・

175
最近は、近所にも多くの外国人を見かけるようになりましたので、あまり難しく考えないで、自
然に地域に馴染んでもらうことが大切な事だと考えます。その為に、受け入れる側の意識改
革が必要ではないかと思います。


176
多文化共生を推進するのは時代の流れだと思うので良いかと思うが、重要なのは実施するだ
けでケアをしないということだと思う。特に、デリケートな子どもたちへのケアが充実しないこと
には問題は山積みとなる。

177
B級グルメのように各国の料理を食べたり、作り方を教えたり、教えてもらったりする場を設け
たら楽しいし、関心も引けると思われる。

178
多文化共生の時代はすぐそこまで来ています。もっと外国人の労働者や学生を積極的に受
け入れる環境づくりが必要かと思います。
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179

多文化共生の推進として、まず日常の生活動作、衣食住について、安定して生活できるよう
に、推し進める必要があると思います。
交通機関の多言語の充実、公共施設、民間施設、病
院等の医療施設について多言語の併記が必要かと思います。トイレの使い方についても、い
ろいろなので、併記の必要性を感じます。
外国人マナーを育てるのも、多文化共生の原点で
はないでしょうか。

180
島国である日本が国際化をさらに進めるために、異文化の認識、受容など、カルチャーに組
み入れるためのサポートが必要。

181 学校での交流は促進されるべきだと思う。

182

互いを理解できるような広い目で啓蒙活動をしていくべきだと思う。
日本人自身が日本のこと
を知らないので、小学校の頃から日本の文化、宗教、習慣についてしっかり学ぶ必要がある
と思う。日本人としてのアイデンティティーの確立が大切。そうでないと外国の方々と交流もう
まくできないと思う。

183

外国人が日本のことを知る媒体はインターネットが一番です。

１）外国人が日本（埼玉）で生活するうえで必要な情報を多言語のサイトを作る

２）外国人が観光で埼玉に来てほしいための多言語のサイトを作る

　　お勧めの観光ポイントの多言語の案内を可能にし、パンフと音声ガイドを助成する。


184 日本のことを嫌っている国とは特に交流を持とうとは思わない

185

国際化は文化、経済とも避けられないこと。しかし、最近の風潮を見るに外国人たちに嫌われ
まいとする行動が目に余る。好印象をもたれるに越したことはない。ただ、外国人に対してこと
さら優しく振る舞ったり、関心を買おうとするのは、日本人が外国慣れしていない証拠だろう。
私が現役時代同じ職場に数人の外国人がいたが、仕事の途中でも礼拝をしたり、それなりの
特別室を用意したりかなり迷惑した。外国人の日本での凶悪犯罪の多さなど、外国人に対す
る冷徹な目も忘れないこと。海外で、日本人が差別や、不快な思いを経験すれば、「日本に観
光客が増えた」と安易に浮かれる軽薄さも少なくなるのだが。「郷に入れば郷に従え」双方に
必要。

186
外国人の方々が自然に地域にとけ込めるようになれば良い。地域のイベントなども日本語ば
かりで、なかなか周知が行き届いていない。せめて、英語だけでも表記するよう心掛ければ、
外国人住民の方がイベントに参加しやすいのではないかと思う。

187
”外国人”と簡単にひと括りにすることなく、好意的な外国人、日本人、日本文化を尊重する心
を持った外国人との公平な付き合い、文化交流の道を模索することは意義がある。『外国人』
との対等な付き合い、公平な便宜供与を総合的に考えてほしい。

188
今後、ますます国際化が進展する時代です。であるから、小学校から外国に関する知見や文
化紹介などを進める必要があるのではないか。

189

国際協力、協力活動していくにはお互いの国のルール、生活習慣を理解する必要がある。特
に外国人の日本国内、地域の中での行動にかなり問題点があると見られる。日本における
ルール、習慣をもっと理解するように支援するか、外国人本人の勉強が不可欠と思われる。
外国人だから仕方がないと言う考え方を少なくして、日本のルールを守らせるよう指導すべき
だ。

190
kj法による、意識の基礎思考を交流し、交流テーマの総括をまずする、そこからお互いの知恵
思考を構築する、ことからはじめるといいとおもいますね。

191 歌を一緒に歌うなど音楽から入るのがよいのでは。ほとんどおこなわれていないが。
192 おそらく近所にも多くの外国人がいると思うが、接点がない。

193
文化の違いのために、どうしても身近なつながりが持ちにくいと思うので、市民レベルでの交
流を図れるような取り組みを期待します。（外国語教室の開催、外国人向けの相談窓口は充
実してほしいと思います）

194
これだけ多くの外国人と混在しているのにまだまだ共生とは言えない現状を多く発信し、触れ
合う機会を作ってほしい。
より積極的に参加したい。

195
現在居住の地域は近年本当にアジア系の人が増え驚いている。このような世の中になったの
だから外国人との交流はあって当たり前なのだが、自分がかかわっていないことにむしろ驚き
を感じる。もう少し関心を持ちたい。

196 近所にお父さんが外国の方がいます。PTA活動など積極的に参加されています。
197 言葉や文化の違いがありすぎてわかりあえない。日本はこういう所だと教えてあげてほしい。
198 特定の職種に就いていないと交流が極端に少なくなります。
199 必要性を感じない。
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200

最近の事件で、日本に住む外国人やその二世の、日本での疎外感が遠因となったという犯
罪があると聞くと、行政がサポートして彼らを日本に溶け込ませないと、犯罪を招き、結局は
税金を納めている市民への害が生じてしまうのかもしれないと感じる。本当は外国人が日本
の文化や習慣に慣れることや日本語の習得に税金を使うのは反対で、「自己責任」でやって
ほしいが。

市民が平和に安全に暮らすための費用として、外国人へのサポートは必要だと感じる。

201 交流できる地域を浦和に限らず、見沼区や岩槻区にも増やして、日曜日に開催してほしい。

202
きっと仕方なくではなく、日本が好きで来ているんだと思うので、文化の違いやその人の性格
の問題もあると思いますが、国のイメージでその外国人を色眼鏡で見る事のないようにしたい
と思います。

203 今後さらにグローバルな世の中となるので、外国人との共生は必要だと思います。
204 海外生活の経験があるが、異文化を理解し合えるのは難しい。

205
関わることで生まれる理解や関心を増やし、分かり合える関係作りができたらよいと思いま
す。

206

短期間に達成することは困難、言葉の壁、生活習慣の違い、価値観の相互理解どれも難しい
ですね。私も英会話などをかじっていますが実際に外国の方と話すとなったら躊躇してしまい
ます。幸い我が家のお向かいさんは奥様が外国の方なので、ほんのちょっとだけ交流してい
ます

207
外国人でも在住期間や日本理解などに差がある。公共施設にはかならずヘルプ窓口がある
といい。そこから適切な部署やボランティアやNPOにすみやかにつながるようにしてほしい。

208 外国人と何かしようとはあまり思わない。
209 まずはルールを守ってもらうことから。

210
日本の文化に興味と関心を持ちながら、国際交流・協力活動と多文化共生について考えてい
きたい。

211 日本人との壁をなくして、もっと寄り添える関係になれればよい。

212
地域住民との生活習慣によるギャップが大きい。
外国人は、地域住民との交流に関心がな
い。

213
最近、海外から来られている方の貧困が気になります。周りの住人とのトラブルの原因になっ
ているような部分もあります。言葉が不自由なことから救済が遅れているならきちんと行政が
フォローすべき。それからの交流だと思います。

214
国際交流はとても良いと思いますが、多文化共生については一部の外国人に不安がありま
す。宗教や文化などについてお互いに尊重し合えるのか…には疑問や不安が残ります。

215
ホームステイ受け入れなどの豊富な体験をもつＮＰＯ／ＮＧＯとの情報交流や体験の共有
チャンスを行政がもっと活用したほうがよい。教育委員会間の情報をもっと風通しよくすること
で共通の課題の早期解決につながる。

216 宗教についての意見を聞いてみたい。
217 県や県国際交流協会の活動に社会福祉士として参加しています。

218
推進するのは良いと思います。ただ、郷に入っては郷に従えと言うことわざがあるように、
日
本のしきたりを教えなければならないと思います。
自国と同じような振る舞いは、日本人との
隔絶を深めてしまう一端となると思う。
受け入れる国も選ぶ必要があるとも思う。

219
外国人の怖さが気掛かりで国際社会のプラス面が良く解らない。仲良くしている外国人は良
いのですが…何か良いきっかけが必要だと思う。

220
若い世代、特に、中学、高校生に外国に出かける機会を与えてほしい。見聞を広めるだけで
なく、外から日本を見てみることが、見識を高めることになると思うから。

221
外国人とのバス旅行で日本人同士とか外国人同士が固まらないでもっと交流できるよう役所
は考慮すべきと思います。

222
国際交流、協力活動と言うときれいごとに聞こえるが、不法入国や不法就労で、近隣に住ん
でいる人たちとの日常交流も、国際交流といえるのか。
不信と安全の不安だけが残る。

223 多文化共生には反対です。日本文化を教え諭すべき。
224 図書館の蔵書に，日本語以外の言語の図書を受け入れるようにしてはどうか？
225 最近外国人が多く、どこの国にいるのかなという感じもします。
226 年をとってきたら、多文化共生に関する意識は、昔ほど強くなくなってきたネ・・・!?

227
交流の原点は「学生」から始めるべき。ぎくしゃくしている中国(台湾含む)・韓国の中学生は一
週間程度の旅行、高校生は一～二か月程度の研修、大学生は年単位の学習、これらを国全
体で毎年二万人程度双方で受け入れて無垢な学生の交流に力を入れるべき。
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228
異文化との交流は２１世紀の必要な交流である。

お互いの理解を深め交わることが世界の平和の基本です。

229
外国の文化を理解することも大事だと思うが、日本の文化についてもっと知ってもらうことも必
要だと思う。

230
私の地域にも外国人の方を見かけます。お互いの文化習慣など聞いたり見たり話しあったり
する場があれば良いと思います。

231

日本民族は長い歴史の中で鎖国生活を続けてきた。その為に日本人は現在でも排他的、民
族主義的精神が遺伝的に引き継がれています。現在、外国人が研修と称して入国して働い
ているが、低賃金、長時間労働を強いられ、まるで奴隷のようである。この事実をよく見たと
き、｢多文化共生｣とは、どの口で言えるのかと考えてしまいます。

232 各地域のイベント（祭りなど）に参加しやすいような環境の整備や、PR内容の周知を行う。

233
近所の大学で1年に1回市内に居住する外国人による、国際交流による催事があるが、外国
人たちが日本語で話しかけるので、つい日本語で回答してしまう。私は84歳になり今から外国
語を学ぶのも手遅れと思っている。

234 お互いの国を尊重しながら、地域の居場所作り、交流の場を持ち広げていく。
235 お互いの勉強会のできる機会、場所を設けていただきたい。


236
英語が基本なので、県民の英語力をもっと上げる学びの場と、実践できる交流の場が増える
と良い。

237 外国人と交流できる機会を増やしてほしい。

238
わりと外国の方の方がオープンな感じがしますので、こちらが迎えられるよう環境づくりをして
いったらいいのかなと思います。せっかく小学校から英語を導入しているので、学生にもそう
いう機会が与えられたらと思います。

239 言葉が話せなくても心で通じる、恐れず向かうことと考えます。

240
埼玉県内にも外国人住民が増えてきたので、日本人住民との共生を図る政策を埼玉県とし
て、積極的に考えていただきたい。


241

法律を含め、外国人／日本人と区別（差別？）しているところが、すでに共生社会への障壁に
なっている。
外国人だからではなく、個人としての尊厳・敬意等々を尊重することが重要。

お仕着せの親切ではなく、自然体での交流が不可欠。『郷に入れば郷に従え』は封印するくら
いで接すること。常識という木枠も不要。困っている人を見かけたら声をかける。・・・・・・・・・外
国人でも日本人でも接し方に変わりはない。
言葉は解らずとも、誠意は理解できるはず。

242 共通の趣味やイベントで共同作業ができる機会を作るのがいいのではないか。
243 英語が話せるようになりたい。
244 時間がかかっても取り組む価値があると思います。
245 お互いに言葉の問題を、勇気を持って挑戦すること。
246 外国人と普通に交流できる社会になってほしい。

247

国際的な交流等は必要だと思いますが、反日を煽るような国家との交流は不必要だと思いま
す。
現在の日本はアジアとの交流というと中国や韓国ばかりに交流を持とうとしますし、途上
国へは紳士的でない態度をとっていることに日本の対応の幼稚さを感じさせられます。

アジアには親日的な国家が多数ありますから、そちらに目を向けるべきだと思います。

248 埼玉県にいる外国人の方と気軽に交流できるイベントや機会がほしい。

249

現在住んでいる川口市は特に外国人が多い。日本語ボランティアなど取り組みも多く開催さ
れており、外国人と分け隔てなく一般生活をしている。今日本は人口減少の問題もかかえて
おり、さまざまな職種で人が不足する事態がますます多くなるのではないだろうか。外国の風
習など持ち込まれても困ることもあるが、日本に慣れてもらいグローバルな社会にしていきた
いと思うこのごろである。

250 外国人犯罪が怖いので交流も共生もしたくない。

251
交流する時は周りの理解が必要なので、移動や集まった時など迷惑をかけないようにする配
慮が必要です。

252
何百年も何千年もかけて築いてきた異なる文化同士を簡単に共生させることはできないと思
います。相互理解にとどめておいてお互いを尊重するのが一番であると思います。

253
2020年の東京オリンピックで、埼玉県民の多くが、ソルトレイクの時のようなボランティアがで
きればいいと思います。

254

多文化共生は必要な部分もあると思うが、日本や地域の文化を壊さない。という前提をもって
行っていただきたい。

地域の状況・生活を理解してもらい、それに納得されれば外国人の方から可能な限り合わせ
てくれると思います。

共生を推進すること自体はお役所的にできると思いますが、日本人・外国人の双方にメリット
がないと成功しないと思いますよ。
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255
今のところ特にありません。

歳のせいでしょうか。受動的になってるな～と思う日々ですが。

新聞等、メディアの動向等を見て～頭の回転～保持したいと思います。

256
人口減少が懸念される中、国際交流は我が国の課題だと思います。行政の役割に期待しま
す。

257 県民への啓もう活動の推進を図る。
258 英会話を独学で勉強し始めました。少しでもボランティア等お役にたちたいと思っております。
259 大人よりまず、子供同士が友達になるのが、良いと思います。

260
なかなか言葉の壁があるので、自分から外国人と交流を持ちたいとは思わない。まずお互い
に語学を身につけるような環境や施設の充実を望みます。

261
年齢（８１才）の関係もあり実際には何も行動ができないと考える。

実際問題に直面したときは、自分にできることはやっていきたいと考えている。

262
浦和うなぎ祭りで、世界各国のうなぎ料理屋台を出店し、ウナギを通した国際交流を展開す
る。

263 座学だけない交流を中心とした企画をどんどん行動するようにしてほしい。
264 まずはサッカー交流。

265
外国人の方との交流会が盛んになるとよいと思います。

お互いの文化が尊重しあえるようになるとよいと思います


266
将来人口が減ることを見越し、外国人の労働力は必要とする為に、今から行政機関も準備す
るべきだと思います。

267
外国人と交流することを拒否しなければよい。

あとは自然の流れに任せればよい

268
「外国人」として特別扱いをすることのないような時代が近づいていると思いますが、政府（国
会）の進めようとしている方向は「共生」とは違うように
思います。県段階でも、自由な「ゆった
り」した関係をつくるための努力はできると思います。

269
県南地区では海外からの出稼ぎ労働者が多く見られ、日本の生活ルールが守られていない
ケースが多々見られるので、県・市が積極的に周知する必要があると思慮します。

270
国際交流と称して安易な労働力確保に問題がある。差別的な言動を含め徹底した、使用者
教育を行政が臆することなく、対処すべきです。

裏返して言えば日本人同士の差別にもつながっています。

271 人間として外国人も日本人もなく、いろいろ国の人と接したい。
272 お互いの意見を聞き合える場が必要だと思います。

273
簡単な会話ができるよう地域の公民館などで気軽に習える講座が常に開催されていると、い
つでも通えて続けられる環境があると、コミュニケーションを積極的にとれるようになると思い
ます。

274
表面ばかりを見ているとよいことばかりですが、裏の面を見ると凶悪犯罪が多く、これらの両
方をみて誘致、勧誘を進めたほうがよいと思う

275

未就学児から参加できる国際交流がほしい！他の自治体では無料で未就学児も参加でき
て、食事会なども行っているみたいです。

helloとかそんな会話でも外国人に対する壁などが少しでもなくなればと思います。学校の授
業だけでは会話がうまれません。

276 近所でも外国人をよく見かけます。付き合う人も寄る食料品店も決めてあるように感じます。
277 住民同士の融和を推進する事。

278

基本的には交流はいらないと思います。鎖国ぐらいでちょうど良く、どうしても興味のある人が
然るべき手順をふんで交流するべきだと思います。

郷に入れば郷にしたがえではないですが、日本に来る外国人にも日本のマナーについてのレ
クチャーが必要だと思います。

279
生活、文化の多様化が進む中で海外の方々との交流、共生、相互理解が必要であり、この環
境を実現させていく施策、支援がMUSTであり、是非とも東京に近い地の利を活かして埼玉の
多様化文化を進めていくべきと考えます。

280

自分自身があまり外国の方々と接する機会もないし、外国語を話せる人間でもないので、積
極的なかかわりを自分から持つことがありません。
が、子供たちには積極的に異文化交流を
はからせたいし、外国人との交流も行ってほしいと思います。小さなうちから学校教育や自治
会の場で、そういうふれあいが行われたらいいなと感じています。

281
グローバル視点での経営に注力する企業に長年在籍したので、その経験を生かす具体的方
策を考えていく事を続けたい。
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282
各国々によって生活文化の違いが大きいので、日本の文化を理解しトラブルのない生活がで
きるような環境づくりを進めることが重要である。

283
近くに外国人や、外国系の企業が無い為、あまり普段は外国人との交流について考えたこと
がないが、災害やまたオリンピックなど、世界的に協力したり支援したり、されたり今後は多く
のことが求められていくと思うので、私たちも意識を変えていくべきだと思う。

284 スポーツを通じての子供たちの国際交流の場を設ける。
285 先ず、日本の高齢者福祉を充実させる方が先だと思います。

286
国際交流はいいけど、多文化共生はあまり推進しないほうがいいと思う。自治体の信用がな
くなりそう。

287 自由に参加できる環境をつくる。
288 自由に参加できる広場のようなイベント等を企画していただきたい。
289 どのような場所においても、積極的に話しかける。（声をかける）
290 将来を見据えて、子供たちに交流の場を多く設ける企画を立案すべしと考える。
291 特別な場を作るのではなく、普通に外国人が日本社会に入り込めるようになればいいと思う。

292

交流、協力、共生というものは、お互いが譲歩しあう部分もあるはずです。

例えば、夜中に外で集まって騒ぐ。日本人への「うるさい」という注意ならそれで終了します
が、外国人への注意は「差別」と判断されます。それは、夜中に集まる、騒ぐは、その外国人
の出身国では普通の、仲間との交流で習慣だからだそうです。これをどう判断しますか？相
手の文化だから認めるように、ということであるならば、私は「共生」には協力できません。

293 話すことが外国語取得の近道だと思います。

294
アートイベントや音楽イベント、料理講習など、言葉が壁になりにくい交流の場が増えると良い
と思います。

295
日本に住んでいる外国籍の人との関わり方や、今も続いている差別意識を改善する必要が
ある。

296
大きなイベントを開催するだけでは、それは単発の交流になるので、きちんと根を張った共生
を目指すべきだと思います。

297 外国から来た人も、不安なことが多いと思うので、行政で積極的に対応してほしい。
298 外国語（英語・フランス語・スペイン語）等、幼児教育が必要ではないでしょうか？

299
始めのうちは行政が主体となって積極的に動くことが必要だと思います。
そして、モデル地域
を指定し目に見える成果をつくりあげていくことで道が開けてくると信じます。

300 移民を受け入れる体制を、国や県と推進拡大していくべき。
301 交流の機会が増えるといいですね。

302
外国人は日本に来る以上は日本語を勉強し、日本の基本的なルールを理解したうえで来る
べきである。

303 生活の多様化のため交流は大切。

304
強制すると難しいと思いますが、興味のある方が参加できるイベントで交流できたらと思いま
す。

305
埼玉県は暮らしやすい物価の土地なので積極的に海外の人を受け入れる
場所作りをすれば
いい。

306 いいとおもいます。

307

外国人の人と関わりたいと思っても、仕事や学校などに行かないと出会うきっかけがない。私
の場合、イベントなどで知り合ってメール交換をして、週に一回程度英語しか使わないメール
をしています。そこで英語を学んでいる状態で、仕事にも役立っていることも多いのです。日
本もいいけど、外国に目をむけると、視野が広くなったような開放感があります。続けることっ
て何にでも言えることだと思いますが、難しいんです。でも、外国人と関わるイベント、セミナー
などを行政でサポートしてもらえると楽しみになり、頑張れたりするんです。そのようなこともあ
るんだと知っていただけると幸いです。

308
意気込まずに自然体での行動と、地域、日本をいかに理解し表現できるかなど自分自身の学
ぶの中での交流が必要だと思う。

309 必要なし。
310 まずは知り合うための「場」作りが大切だと思う。

311
外国人に外国人であるとの意識をさせない
付き合い方をすべきではないですか。

片意地をはらず、自然が一番。
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312

埼玉県には現在、公立夜間中学がないが、公立夜間中学があると、学べる外国人生徒は数
多くいるはずである。外国人の生徒も学ぶことで国際交流と多文化共生の推進の一翼を担う
ことができる。県教委と市町村教委は国際交流・協力活動と多文化共生の推進につながるの
で、公立夜間中学に対する予算を講じることから始めていただきたいです。

313
フランスのように日本語をしゃべれるようになることを条件に日本人と同じ待遇をした方が、本
人の為にもなるし周囲の為にもよいと思う。

314 文化の違いを理解した上でお互いのことを知り合うことが大切だと思う。
315 外国人は自国に帰ってほしいです。

316 大げさではなくて、身の回りから外国の人と交流できる場を作っていくことが必要と思う。


317
埼玉県在住の外国人のドキュメントを知ってもらってはどうでしょうか？親近感と文化が分か
りやすいのではないかと。

318

私が住んでいる地域に奥さんが日本人で主人が外国の方が3家族いますが、ほとんど地域に
なじめないというか、日本の文化風習にはとけこむには難しいと思います。まわりの草取りと
かされないし、やはり日本のしきたりとかは理解するのはむずかしいと思われます。私の意見
としてあまり多くの外国人が住むということは日本の社会にとってマイナスになると思います、
長い目でみると。

319

家族で日本に来られている方の場合、子供さんに語学理解を深める場を作ってあげてほしい
です。最近福祉費削減で年間わずかな費用の日本語研修を打ち切ってしまった自治体があ
ります。根底に何があるのかわかりませんが、決して子供を悲しませることのない国際交流を
実現してほしいです。

320 英語が少し話せるだけで全く違うと思うので、改めて英語を勉強したいと思います。
321 交流の場が少ないので交流できる場の確保をしてほしい。

322
人と人の交流の幅を拡げることによって、相互理解がうまれ、政治、宗教といった対立や垣根
がほぐされていくものと思う。一層の共生の推進を期待します。

323 特に中学生からの外国人との交流が必要ではないだろうか（教育の場で）
324 良好な関係にある外国人には支援すべきで、どこの国でも良いというわけではない。

325

外国人には、その方の国の文化を尊重はしても、日本で生活している間は、何よりも日本の
慣習、ルールに従ってもらう必要があると思います。

また、違法滞在での支援などは、断固認めるべきではないし、生活保護などもってのほかで
す。

これ以上、外国人の不法滞在の受け入れはやめてほしいです。

326
国際交流はますます必要になります。そのためには交流することが容易にできる場所、機会
が大切です。そのような取り組みを強力に推進してほしいと思います。

327 チャンスがあったら大いに参加したいので、情報が欲しいです。
328 全ての国と仲良くしよう、というのは幻想。
329 埼玉県の認知度ＵＰ
330 機会があれば、交流を持ちたい。

331
姉の夫がイギリス人ですが、昔に比べて、友達が減ってしまって淋しい思いをしてます。

仕事にしても、住みにくくなってると、他へ移動してしまっているらしいです。どうしても都市集
中型で、田舎の方は、なかなかすみにくくなってるのではないでしょうか??

332
子どもが日本の学校に通っていると、親が外国人だと、もらってくるお知らせや、プリントがす
べて日本語なので、とても困っていた。また、宗教上の問題で、給食も食べられず、毎日、親
がお弁当を作っていた。

333 スポーツを通して、活動できたらと思います
334 マナーの悪さにはうんざり、交流などはできない。
335 家族が留学経験があり、私も外国の人との交流を図りたいと考えているが、機会がない。

336

最近は外国の人と何らかの関わりを持つことが増えていますが、私達ひとりひとりが積極的
に話しかけたり、日本の習慣などを理解していただけるように努力したいものです。　先日経
験したことですが、同じ自治会に住むフィリピンの方が
近所のご葬儀に出席される時の心得
がわからなかったようでしたので、日本の習慣をメモして渡しましたが、葬儀に限らず日本の
様々な習慣の指導を受けられるような機会が持てるとよいですね。

337
外国人の受け入れには、良い点が強調されがちだが、負の、取り返しのつかない側面がある
ことを留意してやるべき。


338 身近にいないのでよくわかりません。

339
国際交流を推進するにも語学力がとても必要と思います。とくに英語は日常会話ができるくら
いになると広がるとおもいます。
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340
外国人に迎合するのではなく、日本にいる以上、守るべきマナーがあることをきちんと知って
もらう。

341

外国人にもいろいろな国の方がいて、日本に来る目的も様々だと思います。それを「外国人」
という一言で対応するのには無理ではないでしょうか。外国人との交流は、基本的にはどんど
ん進めていくべきと思いますが、あくまで個人的な感情で言えば、交流を絶ちたい国から来た
外国人が多いのが残念です。

342 「多文化」共生の阻害除去すべき。先ずは、治安の安定化を図るべきである。

343

中国などの方たちが、日本にたくさん来るようになり、東京からさらに地方にも観光や買い物
に来ています。川越の菓子屋横丁でも見かけるようになりました。今後は観光だけでなく、実
際居住したいと思う人も増えてくると思うので、そんな人たちの受けいれ体制を整える必要は
あると思います。

344 食文化を通して地域交流を図ると良いと思う。

345
埼玉県は埼玉県民の利益に資するために国際交流や協力支援を行なうべき。その利益とは
何か、本質的な部分の理解を進めなければ外国人への差別意識を生む。

346

国際交流センターやカフェなどの場所を作り、外国人が集まれる場所を作ると良いと思いま
す。
そこで外国に興味のある日本人もウェルカムにしておけば、交流が広がると思います。

無料で英会話や日本語を教えあう機会があると素敵。熊本出身ですが、英会話カフェみたい
な場所があったので、時々行ってました。
なかなか声をかける勇気はなかったですけど、今と
なってはもっと通えばよかったなって思ってます。

347 点字が足らない。

348
子供にもっと外国人と身近に触れ合う機会があればいいのにと思います。

やっぱり小さいころから触れ合うことで苦手意識もなくなるのではと思います。

349
異文化コミュニケーション・協力活動等は大事な要素ではあるが、進展していないのが現状で
はないか思うので、それらを飛躍させる意味において埼玉県の取組はキーとなる。

350
埼玉のことを外国に良く知ってもらうことが必要であり、そのための情報発信を続けていかな
いといけないと思う。まずは観光アピールかな。

351 子供が小さなころからの関わりが大事だと思います。

352

私の自宅の近所にも外国人の家族が住んでいて、会えば挨拶をしますし、その家族の子供も
近所の子供たちと仲良く遊んでいます。

普段の生活の中でなかなか海外のことや外国人のことを知る機会がないので、こういった近
所に住んでいる身近な外国人の人たちに外国のことを教えてもらえたらいいなと思うことがあ
ります。

せっかく身近に外国人がいるんだし、一番簡単にできる国際交流だとも思うので、自治体や
町内会みたいなものを通じてこういった人たちと交流できる場があればいいなと思います。

353 世界は一つ、殻にとじこまらず良いところは取り入れて仲良く生きていけばいいと思います。

354
私は外国にとても興味があるが、外国語が何一つしゃべれないので、今一歩先に進めない。
海外旅行で　話しかけられてもわからない。今の子供たちはもっともっと、外国語を小さいうち
から学ぶ機会を与えてあげたい。

355 埼玉県で国際的イベントがあれば参加したいと思います
。

356
私は外資系企業に勤めておりますので、ある程度の外国人の異文化、価値観の相違には慣
れておりますが、先ず埼玉県に住んでいる13万人の外国人からの意見要望をを取りまとめ県
民に提議するのが順序ではないでしょうか？

357
県が積極的に外国人の県内移住を進めているのか分からないが、外国人の希望で移住する
ことに対しては、移住する側の努力が主体であると考える。もちろん環境の整備は必要だが、
一般県民による外国人歓迎施策を進めることは望まない。

358 県・市町村等からの情報発信を細かにし、参加を気楽にできる下地をつくっていただきたい。


359
正直、あまり関わりたくない。違うルールの方が勝手したり文句を言うなら日本に来なければ
いいというのが本音
。ルールを守ることができないなら受け入れなくてよい。


360 テレビで番組を作ってほしい。

361

観光ボランティアで、アメリカ人の母娘と中国人女性グループのガイドをする機会がありまし
た。この時は、特に言葉の不自由を感じることなく案内することができました。案内中にアメリ
カ人は、日本の農作業に興味を示し写真を何枚も撮っていました。アメリカの自宅では、牛や
羊を家畜し、小麦、大豆、トウモロコシなどを広大な土地で生産していると話され、スケールの
大きさがわかりました。中国人は古代蓮の美しさに魅了されたようで、終始楽しそうに園内を
回っていました。両方とも１時間ほどのお付き合いでしたが、帰り際「案内してもらってよかっ
た」と喜ばれ、充実した時間を過ごすことができました。

362 まずはマナーが守られるか心配で交流がこわい。
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363

交流，協力活動いずれも，公的予算を計上して（ボランティアはあるにしても）中長期的に計
画と継続が必要と思う、私的な奉仕だけでは中断の恐れがある．その効果や評価は長い目
で見る必要がある。外国人対象といっても，長期滞在で帰化する人もいれば、中期で留学や
ビジネスの人、観光やステイなどの短期の人もいる。また個人一人や家族グループもあるだ
ろう。これらを県の計画でどこから
具体的に行動を起こすのか、特に経済的な自立は、実は
超難題とみる。

364 お互いを尊重できるようになればよい。
365 違った文化を持ついろんな国の方々がおられるので、なかなか難しいと思っています。

366
こどもの時から学校・家庭・地域社会の人たちが、外国人を避けないような環境をつくることが
国際交流に役立つ。とくに、日本人のはずかしがり感を克服する教育が必要。

367

日本在住の外国人の相談窓口、県庁、国際交流協会、１１９電話相談、等が
存在している事
すら知らない外国人が大多数。その様な機関を紹介する窓口
を外国人登録(区役所)の際、紹
介をする。連絡先(相談所窓口、日本語を学ぶところ、等）の電話番号を印刷したものをわた
す。余り細かいことは書かない、電話番号だけでＯＫ
。
外国人と日本人とがともに良い環境を作るには、日本語の理解度を向上させること。その後
に習慣、ルールが理解できる事であり、外国人はどうもーーーといっているのは、受け入れ側
の問題が大きい。　外国人登録、受付窓口の担当者のレベルが低い、多文化共生に対し教
育が必要。現状はただ受け付けのみの作業に終わっている。

368 日本に来るなら日本のマナーや雰囲気を守ってもらうよう努める取り組みをしてほしいです。

369

場所により、国際交流が自然に、盛んに行われるような外国人居住地域と、全く交流のない
地域では取り組み方や住民の意識も違っていると思うので、難しいような気がします。

ウチの近所ではお母さんがフィリピンの方で、ゴミの出し方が違っていて、いつも１つだけ回収
されない袋があります。その袋を出してくるのは中学生の次男で、学校は遅刻の時間帯で、
地域の防犯パトロールで小学生の通学支援をされている方が一緒に仕分けをして、ゴミを出
し直して下さっておられます。
こうした問題は沢山あると思うので、わかるように知らせてあげ
る方法を考えて行く必要があると思います。

370
文化の違いでマナー、ルール違反が起きる場面が多々あります。

住民として、暮らすのなら日本のマナー、ルールを守ってもらうのが大前提だと思います。

それをせずに、分かり合うのは到底無理だと考えます。

371 正直ピンとこない。特に本件を行政が推進する目的が何なのかわからない。
372 明るい日本と地域社会にしていくには、「郷に入れば郷に従う」。

373
実際に一緒に働いています。
困るのは日本の習慣が分からず、
悪気なく行動する事です。


読み書きができると様々な問題がクリアになる気がします。

374 いじめなども原因があると思われるので「まず大人がきちんと交流」すべきかと。

375
日本人が一番弱いところが外交である。人種イデオロギーを超えて人間的外交が必要と考え
ます。国際交流や活動が多くされていますが、人と人を結ぶ足元を照らす活動が日本人に求
められる課題と考えます。

376
外国人が多くすむと、犯罪やその他で税金や業務で大変になるので受け入れは反対である。

仕事で来ていて帰る前提なら構わない。狭い日本では不賛成である。


377 身近な環境に外国人がいませんので回答が一方的になり申し訳ございません。

378
県民にはあまり知られていないだけで、研修生の受入れ等も行っており、むしろそういった実
績のアピール等も必要と思います。

379 特に必要ないと思います。

380

勤務先ではフィリピン・中国・台湾・韓国人の方たちと、同じ職場で働き、話をする機会も多
い。日本人特有の考え方とドライ・個人主義の外国人の方たちと働くうえで、？？？と思うこと
も多々ある。日本人だから・・・外国人だから・・・と意識せずに交流するには、まだまだ自分た
ち日本人の考え方を変えなくてはいけないと思う反面、ここは日本なんだから・・・と思ってしま
う時もある。

381 国際交流に当たり、もっと本格的に英語教育を促すべきだと思う。
382 とても良い活動ですので、頑張ってほしいです。

383
日常的に外国の人が近くにいる生活になってきました。日本人の方から積極的に声をかける
ようになれば素晴らしいことだと思います。また、他国から来た人も
日本の生活、習慣などに
溶け込むことが必要だと思う。とかく同じ民族でグループになりやすい。

384

「共生」と一言で言うと非常に簡単に思えるけれど、受け入れる側だけが努力しても、外国人
住民にその気がないとどうしようもない。
また、県内には県民自体に魅力がある企業が少な
い。この状況下で外国人住民に積極的にアピールする企業が増えるとは思えない。
行政にで
きることは少ないのではないか。

385 おおいに実施していただきたい。
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386
来るものは拒みませんが、日本に来るには、習慣や言葉を多少わかって来てほしいと思いま
す。コミュニケーションが取れないのが困る。

387 小さい時からの交流が必要性である。
388 子供を媒体として活動の範囲を広げることが、最も無難。

389
海外駐在しました。
その時、暖かい心で受け入れてくれた海外の人たちに恩返しできたら・・・

思っています。

390

身近に若い世代の外国人が住んでいますが、何となく孤立しているように見えます。同じ自治
会でもないので、どのように声掛けすべきか模索してます。
私も、夫のボランティア活動に随
伴し、途上国に６年位住んで居りましたが、住民とのコミニュケーションが難しく、程よい距離
が必要と思います。
もちろん相手が近づいてきたならどんどん受け入れたいと思ってます。

391
現職の頃韓国からの実習生が８人来ていて、職場だけでなく我が家に招いて食事会を何度
か行った。全員兵役を終えての人達だったので、教養もあり子供とも良く遊んでくれた。
今こ
の年になると言葉の問題があり億劫です。

392
国際交流ボランティア活動で1泊2日の留学生を受けたことがあるが、たった2日ではろくに会
話もせず終わってしまい、何のための活動か理解できなかった。

393

私は日本人だろうが外国人だろうが関係なく接してきましたが、やはり一つだけ毎回言いたい
のは、日本でのルールが分からずに無視してる場合で注意して直してくれるならまだしも、分
かっているのに外国人特有の自己主張の強さからくるのか、自分の国では違うからとの理由
でルールを無視してる場合があるのが少し付き合いづらさが出てしまう一つの要因。もちろん
みなさんがそんな方ばかりではないですが。
そうなると、やはり地域的に進んで交流の場を与
えるのが一番お互いを理解するのに必要なのだと思います。

394 国際交流は結構ですが、日本にある元々の習慣、礼儀が損なわれないようお願いします。

395
埼玉県は外国人からみて観光の魅力が少ない。多くの店や施設は外国語表記に乏しいので
改善する必要がある。

396 人類　皆同じ。
397 お互いに辛抱強く、時間をかけないとと、思いますので行政の方の応援が必要です。

398

友人に、まさに他文化交流を実践している人がいて、話の中の人々は、大変素晴らしい方ば
かりなのですが、一方で公園でも他人の畑でもお構いなしの方がおります。

生活環境にもよるのでしょうが、この方たちが普通に生活できるようにするための支援を、と
言うほど、心の中は単純ではなく、自分でも複雑です。

399
様々な理由で日本に来ている方々なので、よくわからないし、深くかかわるのが怖い。私の知
る限り、仲良くなりたいとか、親切にしてあげようとまで、思えない。それは言葉や環境、ルー
ルなど、様々な異文化ならではの問題があって、こっちが疲れてしまう。

400
周囲に外国人の姿を目にする機会が増えてきたが、なかなか交流する機会、チャンスがな
い。行政の言う「多文化共生」の推進はどうも具体的でなく、お題目だけで終わっているので
は？

401
少子高齢化、労働力不足が顕著化する今、外国人を労働力として迎え入れる必要が生じて
いるのでは。

402
私は音楽文化に　興味があり　自国の文化に誇りも持ってますし、各国の音楽家と専門の知
識を共有したいと思ってます。

403 先ずは、コミュニケーション能力をつけたいです。
404 国際交流をもっと活発化してほしい。
405 日本人からのアクションが必要。
例えば学校で交流のロールプレイをするとか。
406 今後は諸外国の友人たちを持つことは自分のためにもプラスになることも多いと考えます。

407
あまりにも日本及び日本人に対しての、常識やマナーを知らなかったり分かろうとしない態度
が、あまりにもひど過ぎるのが多く目につきます。
共生するためには、最低限度のマナーそし
て常識というルールを教え守らせることが最初に行うことだと思います。そして希望します。


408

外国人観光客を頻繁に見かけるようになりました。そして例えば地図を見て困った様子だと
か、お手伝いしたい場面に会う事もありますが、外国語を全く話せないので、なかなか声をか
けられません。オリンピックまでには、私や同じような人も何かできるようになるサポートが
あったらぜひ活用したいと思います。

409
県の推進事業は知らなかったが、身近にいる外国人と交流していく事で多文化共生が自然に
生まれてくるのではないかと思います。


410

最近街で外国人を見かけることが以前よりも多くなった。観光客も増えただろうが、住民も増
えていると思うので、国際交流、多文化共生の必要性が増していると思う。ボランティアとして
参加できるものがあれば参加したいと思っているので、気軽に参加できるものを企画してほし
い。

411 隣接する都県とのネットワーク強化
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412
東京都には、「外国人おもてなし語学ボランティア」育成講座、「おもてなし親善大使」育成塾
があります。
埼玉にはないのでしょうか。
外国人と交流する場はどこにあるのでしょうか。

413
交流の場作りを無理にしなくても、必要があれば必然的に場ができると思う。観光などの魅力
ある情報を積極的に発信することが必要では？

414 多文化共生の推進は本当に必要なのか？

415
最近、インドカレー屋さんなどが増えてきているとは思っていました。

月に１度など公共施設などを使い、日本料理・参加される外国料理を勉強したり、その国の文
化がわかるビデオを見たりしても良いと思います。

416
特定の企業だけが外国人雇用している気がするので、もっといろいろな所で採用したら良いと
思う。

417
何故日本という国は外国人に親切すぎるのかわからない。他国へいっても現状の日本ほど外
国人に対する支援の多い国はない。日本人の税金を使ってこれ以上支援する必要はないと
思う。

418
まずは、英語で、案内文書や表示、標識を作成すべき。交通機関にも、ダイヤ混乱時の複数
言語対応を、税金を使ってでも対応を依頼すべき。

419 海外へのボランティア派遣など募集していれば応募したいと思う。

420
かつて、ツアーでフランスへ行きました。パリのデパートで店員によるいやな態度を受けてしま
いました。日本に来た外国人には、きちんとした応対をしてあげたいと思いました。1人1人の
意識をノーマルなものにしていく必要があると思いました。

421
国際交流は当然考えなければならないし、これは強力に推し進めるべきであると思います。ま
ず通訳をする人をたくさん育て互いの意見をよく知る事だと思います。互いの理解（こちら側だ
けでなく、相手の側も）がなければ真の国際交流はできないと思います。

422
国際交流をしたいと思っても、一般の方には参画の仕方がわからないという声が多いかと思
うので、広報に載せるとかだけではなく、新聞広告や商業施設などへのポスター掲示、パンフ
設置などあったら参画率は上がるのではないかと思います。

423 地味だが長期的な展望を持って取組んでいただきたいと思います。
424 ＤＶ被害女性の相談支援の充実
425 もっと積極的に互いに交流を深める機会を公で作ってほしいです。

426

目的は「社会全体をより豊かなものにしていこう」。方法は多種多様にある。留意すべき点
は、方法が目的化しないことだと思います。

また一律に支援を押し付けることは、避けるべきと思います。

いずれにしろ長期にわたるテーマであることには違いありませんから、

①最終的に達成すべきこと（目的）

②達成するためにやるべきこと（プライオリティを考慮した各テーマの抽出）

③時間軸での展開（②の各テーマをいつまでに、どのように達成するのか）

④達成状況の評価と見直し（例えばQごとでの評価）

上記のように整理して、県民に問いかけを行わないと、総花的となり実現は難しいと感じます
がいかがでしょうか。人・金の資源には限りがあります。

427 やはり英語などできないと交流がしづらいかなと思いました。
428 県民への対応とは基本的に異なる姿勢が必要になると思います。

429
外務省を意識せず、国民同士または企業同士の相互尊重に基づいて交流は大いにあっても
良いと考える。特に東南アジアの国々の学校へも行けないような子供たちのいる国へは、手
をさしのべるべきであろうと考える。

430
職場には外国人はいないが、日本に住んでいるにも関わらず一歩外に出でみると、たくさん
の外国人がいるので、お互いのことをもっと理解する必要があると思う。

431

理想は良いのだが、いざ現実的に実践するとなると、習慣の差をどう理解するかが、難しい。
自己主張が強く、「郷に入れば、郷に従え」の発想が皆無の人々がいる。部屋の使い方、道
路にゴミ捨てしない、ゴミの分別、出し方にしても、
秩序を守ってほしい。人が嫌だというような
事はしない。いくら自国での生活洋式であっても。
例えば、ぞうきんで食堂のテーブルは拭か
ない。ふきんとぞうきんの違いの理解さえ出来ていない。文句はいうが、嫌な事は全くしない。
自分にとり、得をすることしかしようとしない。彼らがボランティアをする姿は見た事が無い。

432
住んでいる地域に外国人がいるならどんどん交流していきたいけど、改めて交流というとなん
だか敷居が高いので、一緒に働いたり、町内活動を通して知り合ったり、子供を通じて打ち解
けるなど、自然に交流できたらいいと思う。

433 躊躇せずに思いっきり飛び込むこと！
434 その国だけのコミュニティがあれば紹介してあげたい。海外における日本人会みたいなもの。
435 特に高齢者の、戦争による偏見をなくしたい。
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436

職場での交流で感じる重要なポイントは「英語を話す」ではなく「英語で話す」です。

これは私が埼玉の学校での入学式で学長が言った言葉で、今も尚深く実感していること。

埼玉の良い所やアピールを２人（通訳を介して）で話すのか、１人で話すのか？

地道に１人でも話せる人を育てるのが「多文化共生」社会作りの礎かと思います。

437
外国人が地域に溶け込むには日本人のサポートが不可欠です。ボランティアの充実を図るべ
きだと思います。

438
母国語が日本語でない子どもたちの日本語習得を、学校やそれ以外の施設で助ける場が
もっとあるといいと思う。

439

推進には断固反対。分かり合えない事情も多い。

そもそも人権が尊重されない国との共生は考え方が違いすぎる。あれもこれもではベクトルの
違いが大きすぎて前に進めない。基本的な部分は同じ方向を向ける国に絞っていく方が効率
が良い。

440 交流を進めたい反面、犯罪などが増えないか不安もあります。
441 外国人へ同化を強制するのでなく、自立でなく自律を促すなかで交流を深める。
442 まずは小学生の時から国際的に日本人以外の方と触れ合う機会を作りましょう。

443
外国出身の方と共生したいと考えていますが、群馬県大泉町のように外国人が街にたくさん
いるわけでもないし、都心や観光地のように外国人観光客がいるわけでもありません。なの
で、具体的に実感するものはありません。

444 いろいろな交流が増えて偏見などなくなることを祈りたい。

445
実際の地域や職場等での交流は少なく、市民活動やボランティア活動に趣味・スポーツ等で
の交流が主体では。

446

高齢化世代社会・働ける世代の社会・少子化世代社会の三世代においては、観光産業、地
場産業、基幹産業等々、それぞれ国際交流・協力活動と多文化共生の推進なくして、我が国
のこれからの発展は有り得ないと考える。
最近は地方創生の活動の一つとして、多文化共生
に関する相互の意識啓発推進の為に、広報（ホームページ）や印刷物等で積極的にＰＲを展
開している都道府県も多くなりました。埼玉県も巨大都市の受皿としても是非積極的に取り組
んでほしい。

447

多文化共生には、自国文化の認識と尊敬が基本にないと、他の文化も尊重できないと思いま
す。
日韓、日中のようなすれ違いが発生しては、何のための共生プログラムかわからなくなり
ます。
自国文化を見直し、教育の場で尊敬・誇りを持たせたうえで、他の文化を尊重させる教
育等の活動を行うべきと考えます。

448
幼稚園や、小学校に子供を通わせている外国人保護者の方が気軽に通訳などを頼めるよう
なボランティアや支援があると良いと思います。

449 国籍が違っても大きな心で交流しあえる環境作りを期待しています。

450
イベントなどを通して外国人との交流の場を図りたいと思います。そうした情報を開示できる
紙媒体を普及していただきたい。

451
近所でも外国人に会うことが多くなってきたが、いきなり声をかけることは気が引ける(困って
いるようなら声を掛けてお役に立ちたいと持っても・・・)

防災訓練等や地域の活動を通して機会を増やしたいと思ってはいるのですが・・・

452 普段交流がないので、意見等思いつきません。
453 県がやる意味について今ひとつわかりません。

454
わざわざ多文化共生社会という概念を作りだし、それを推進しようとする目的が理解できな
い。これまで日本人が生きてきた様式、態度、環境等に沿って自然体で生活できる社会で有
れば良いと思います。

455
これからは、海外の交流は必要不可欠。
しかし、簡単に交流ができないのも事実。

若年層から、海外に触れる機会を設けるのも重要では。小学生の修学旅行に、海外の文化
を触れる機会を設ける。
海外の文化に触れると、日本の文化を再認識できる。


456 安全・安心して暮らせる環境整備に努めてほしい。

457
中高大学生の海外留学等がしやすい環境支援、特に費用の支援拡大により海外交流の場
が若い世代から習慣化し多文化共生意識や理解を深め合う事が重要。

458
内気な性格の方が多い日本人ですので、待つのではなく、何事にも自ら積極的に進んだ方が
いいと思います。

459 先ずは言葉ありき、時間はかかっても地道に実施してください。
460 公民館活動の一環として外国人のイベントへの参加を推進する。
461 身近に感じることが少ないので、自分自身が積極的に行動したいと考えています。
462 日本人の誤解を避けるため、各在住外国人の在住可能な根拠を明示すべき。
463 青少年の国際交流への参加の機会を増やし資金援助も積極的に行う事を希望します。
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464
自分自身すでに国際交流をしていると思うので、これ以上はできない気がする。

まだ、語学に不慣れな日本人も多いように見受けられるので、おおいに学ぶ機会を増やして
いくほうがいいだろう。

465
われわれの年齢では国際交流の機会は難しかったが、とてもあこがれた。

現代の子たちにはどんどん機会が与えられるように教育方進が向いていると思うので大いに
奨励してください。

466
埼玉は（津波）災害のリスクが少なく、スポーツ施設が充実しています。そうした強みを生かし
た取組みができればいいと思います。また人口減少している地域の活性化と結び付けられた
活動ができたらいいと思います。

467
最近は近所に外国人が住むようになり、随分国際的になったと思います。駅のそばに国際学
校があるからでしょう。できたらこの方達も住民達と交流を持ってほしいです。

468 大変大事で、しかもとても良い試みなので、ぜひ施策を充実していってほしい。

469
外国人住民は今は近所にたくさん住んでいる。積極的に地域に参加できる環境を作る必要が
ある。

470
生活習慣が異なるということは、摩擦が生じる苗床となる。
時折、自衛隊が地域住民にしてい
るような
相互理解の情報を発信するイベントが良いかもしれないと感じます
。

471 外国人の観光客に、ぜひ埼玉にも足を延ばしてもらい、埼玉の魅力に触れてほしい。
472 小学校、公民館などでふれあいを増やしていく。
473 外国人の日本語、日本社会勉強の場を充実することがとにかく重要である。

474
外国人も日本においてスポーツがしやすいように日本も努力するとともに、外国人も日本語を
知って、学び、文化や和食に興味をもってほしい。お互いに友好関係を築いていきたい。

475
外国人と共生していけば、いながらにしてお互いに相手の国をより深く理解し、心豊かな生活
ができ、争いも起きないと思います。

476
ほとんど英語をしゃべれないのに、外国人（英語圏）の人と話すとなると、さらに緊張してもっと
言葉が出なくなります。

477 郷に入ったら郷に従えを教えるべき。

478
退職してからの国際交流はないに等しい。
若い人たちに限らず幅広く交流を広げるべきだと
思う。

479 積極的な推進を期待します。

480
日本人はナーバスなので、もっとおおように構えたほうが良い。
しかし不思議なのは、北京語
とハングルと英語表記だけというのはおかしい。
日本の自治体は異常なのではないか。
アジ
アにはもっと多様な言語があるのに。

481
行政が国際交流の名のもとに税金を使うべきではない。
外国に行ったり、外国人を呼んだり、
とても無駄に税金を使っている。

482
浜松市は多文化共生の町だなあと感じます。埼玉県の現状はわかりませんが、よき関係が
築けますように！

483
足元を見ない「背伸び」「格好付け」「驕り高ぶらず」「上から目線」の夢をみないで、地に足を
つけ、先ず国民全体の平和を考えてもらいたい。振り返ると、海外との交流でよいことがあっ
たかどうか。国益を損なわない控えめな交流が望ましい。

484
東京での会合の折など、埼玉県は国際交流に熱心、活発などの評価をいただくことがよくあり
ます。どうしてですか？　と質問されることも再三なのですが、まだ県民7年生なもので、答えら
れません(笑い)。この評価が落ちないように予算関係などがんばってください。

485
外国人と日本人が接する機会が限定されているようなので、そういった接触の場を増やすと
よいかも。

486 どのように関わるべきか方法が分からない。もっとPRをするべき。

487
日本はこれからますますの少子高齢化社会を迎え、労働面やその他でも外国に頼らなきゃな
らない状況になると思います。外国の方に対する偏見などなくなり、外国人と日本人仲良く暮
らせる世の中になればいいなぁと思っています。

488 出会いの場が少ないことと交流の場がないので、これから積極的に取り組みたい。
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489

基地の街佐世保では僕が子どもの頃から、主にアメリカ人が沢山います。もちろん家を借りて
シェアしている若者も、家族もいます。

各々の人間としてはとても良い人ばかりです。家族同士でバーベキューやパーティーをしま
す。

アメリカ人の友人が戦地に赴くときは泣いて送り出します。
また、佐世保にも中国人がいま
す。みんな謙虚で勉強熱心です。彼らが作る水餃子は本当に美味しいです。

このアンケートでは「外国人」としか記載されていません。

本当の国際交流を目指すのであれば、多文化共生のためにはまず日本人側の外国人への
差別や偏見をなくすことの啓発から始めてはいかがでしょうか。


490
そもそも多文化共生という言葉が周知されていないと思います。

県民全般に取り組みが伝わるよう広報の仕方を変えてみてはどうでしょうか。

491 無職になって外で交流する人はすべて日本人となっています。

492
国際交流は多文化共生において最重要な課題と考えます。

時間の許す限り協力したいと考えています。

493 あまり身近に感じません。
494 外国人への名所・旧跡のＰＲ及びガイドの実施。

495

スポーツ観戦が好きで、国内外問わずよく観ているほうだと思います。

料理にしても海外の料理専門店も結構目にするほど増えていますし
、外国の方とも交流した
い気持ちはあるのですが、やはり言葉の壁が大きいです。英語すら得意ではないので英語圏
以外の方はさっぱりです。

日本のアニメの海外発信などもあり、日本語をなんとなく理解している方も多いと思います
が、やはりこちらから積極的にいくには不安要素が強いです。

496 まずはお互いの言語を理解できるような場を設けてほしい。
497 放っておけば交流は進む時代になったと思います。
498 地域単位での交流の場が必要
499 推進には学校等の教育分野の協力が不可欠だと思います。
500 一緒に楽しめる語学教室を企画してほしいです。

501

・国際交流のために、埼玉県では姉妹都市提携（２州・１省・２市）の現状が県民に周知されて
いるとは思えないが？
・我が家では、以前に１０数名のHostfamilyを引き受けた。その子たちが今でも交流があり相
互の近況交換が継続している。たとえば、結婚式の招待状が届いたり、赤ちゃん誕生の知ら
せに祝電や祝儀を贈ったりなど
。

502
先進国と発展途上国の外国人ではサポートの内容が異なると思う。

教育や異文化交流を推進すべきだと思います。

503

・外国人住民やその子どもに対する日本語学習の支援は、ほとんどがボランティアで、学習
のための部屋や使用教材の用意・収納等の場所確保に苦労されています。県や市町村がそ
ういった場の提供（無償、あるいはなるべく低額で）を協力すべきだと思います。

・外国人に対しては日本の文化その他を一方的に押し付ける事のないよう、また日本人に対
しては多文化『強制』とならないよう、バランスのとれた支援体制を作っていってほしいです。

504
とても興味があります。言葉を覚えたり文化を勉強したりできる機会やきっかけが見つけられ
ず、たとえあっても積極的に参加はできないのですが、興味だけはあります。

505

人種や国籍や宗教を問わず、相互理解を推進することは、平和で豊かで楽しいコミュニティを
形成するうえで、欠かせません。豊かな国である日本には今後、外国人の流入が増えること
が推測されます。多人種・多民族国家である米国は先進国の中では、最も治安が悪い国に
なってしまいました。同じ轍を踏まないためには今、私達は何をすべきかを考える必要があり
ます。

506
外資系企業で20年以上勤務しました。外国人と言っても西洋人と東洋人では思想が全く異な
ります。まず日本の文化を学んでほしいですね。有る意味日本は海外からみたら特殊な国で
すから。

507
県内・市内に住んでいる海外に精通した人（専門的な事でなくても仕事上外国人と接する機
会が多い人、海外に住んだ事がある人など）を有効に活用していくべきと思う。平日は無理だ
が土日であれば協力する意思がある人はそこそこいると思う（私もその一人）。

508 日本の倫理観も含め尊重していただく事を基本として進めてほしい。

509
交流の機会を作ることが大切だと思います。そしてできることからお互いが協力していけば分
かりあえるのではないでしょうか。

510 今まで、興味の無いことでしたが、関心を持とうと思いました。
511 日本人の意識を変える。
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512
もっと外国人も日本人も、気軽に集える機会を提供してもらえたら、もう少し交流が深まるので
はないかと思う。

513
国際交流とはいいますが、異文化の人と接する機会もなく、外国人の方とどのように接したら
いいのかさえわかりません。上手く受け入れられるようにするには、自分たちが勉強しないと
いけないのかなと感じました。

514
多文化を知り、共生していくことは日本人にとっても外国人にとっても、必要なことだと思いま
す。多方面にわたり、交流を持てる場が増えればいいと思います。

515
どの地域にどこの国の人が多いというのは聞いたことがあっても、なんとなく治安が悪いなど
の噂で偏見を持ってしまっている。その国の文化や風土、気質などを知れたらいいなと思う。
あとはやはり日本に来て生活をするのであれば、マナーなど適応する努力はしてほしい。

516

国際交流とひとくちには言えないと思っている。外国から来る方々は、それぞれの文化や価
値観をもって日本に来ているので、それぞれの要望に全て応えていくのは難しいと思うが、日
本は多文化共生していくしか道はないので、まずはそれぞれの市民が、相互理解に努めるべ
きだと思う。

517

以前外国人向けの日本語講座のボランティアをしていたことがあったが、あくまでも市民の趣
味の位置づけで行政が絡まなかった。気になるのは公立学校にいる外国人の子どもの日本
語教育が学校ごとにバラバラなこと。ある程度人数が集まれば教員を要請できるとも聞いた
が、親の教育程度も大きく絡むので、せめて県が積極的に支援制度を作ってほしい。

518

ヨーロッパでテロが起こり、貧困と格差によって暴動が起こっているのは多文化共生と移民国
家が進んだからです。日本でも今、少子化で人がいなくなる、働き手がいなくなると、安易に
国が多文化共生を進めていますが、私は反対です。
社会保障費の増加もこれから増えるし、
移民受け入れによって、日本人の税負担が増えるでしょう。
真の国際交流は、その国にその国民が生活し、その上での交流なら日本国に迷惑がかかり
ませんから、それでやってほしいです。日本に安易な労働者として、安易に移民を受け入れ
る、帰化させる、には絶対反対です。
多文化共生に税金を使うのは大いに反対です。


519

外国人を特別扱いするのではなく、同一視線の延長上に外国籍の人々がいることを理解す
べきだ。社会的な配慮や受け入れの窓口を設置するだけでなく、市民感覚でどのようなニー
ズに対応できるかを広くアピールし実践していく。首都圏や近畿圏などは広域で検討する課
題なので、都道府県単位にバラツキが生じないように検討すること。

520 「壁」と意識し、取り払う取組をしていて、素晴らしいと感じました。
521 文化を知るにはまず言語からだと思います。
522 外国人不要。

523

近い将来、日本の進むべき道、バックボーン、は日本が世界のお父さん、お母さんになるべき
である。日本は世界の古里になり、いつでも、居たいだけ、自由に来てもらえるようにすべきで
ある。日本は世界の自由な島、美しい島、憧れの島、懐かしい島になるべきである。それは日
本でしかできない、日本の存在意義でもある。

524

県としての取り組みが、国のもの、例えば外務省のＯＤＡとの関連とか位置づけをどのように
お考えになっているのか。全国各県が各々に国際交流等々と推進も、国として何か統一性を
欠くような、又ある面、総花的にチョコチョコと手を出す感は否めないのでは。　多文化共生
も、郷に入っては郷に従えではないが、日本における外国人は日本のやり方をフォローする
のが当然ではあるが、一方イスラム教等の宗教的な実践をどの程度外国で許容できるか、そ
れへの日本人の
理解が必要ではあるが、全く本国並を主張するのもどうかと考える。勿論彼
らのサール内で他に何の迷惑も無く行うのは、何の問題を無いと考える。以上

525
既設制度である外国人の研修労働について、受け入れ業者の条件を厳しく監視.したり、県独
自の政策で現住外国人との国際交流から改善し、多文化共生を推進する。

526
物資の支援を必要とするとき、どこに相談したら良いのか、輸送の手段などの窓口が分から
ず、歯がゆいことがある。　埼玉県のホ－ムペ－ジに常設してほしい。

527
外国人に聞かれることが多いと思うので、日本人に日本文化・伝統を深く理解させ、身につけ
させておかないと恥ずかしい思いをすると思う。

日本の良さを外国人に知ってもらうためにも、日本的な風景を大切にしたほうがいいと思う。

528 中等教育の段階で、外国語。国際感覚を養う教育体系を取り入れるべき。

529
宗教を宗派別に共通すること、対立していること、などの知識を日本人に広める（中国人、朝
鮮・韓国人・モンゴル人・ブラジル人・アメリカ人などなどでの宗教について）　文化の根っこの
ところを感じるために必要と思う。

530
外国人との交流はとても良いことだと思いますが、生活保護目的の外国人もいるそうなので、
そういう人には、交流する前にきちんと国に帰ってもらった方が良いと思います。
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531 これからは世界に目を向けて外国人のことを大いに知るべきだ。

532
今回のアンケートで多文化共生のことを知りました。今後、学習を深めていきたいと思いま
す。

533 互いに分かり合える機会が増えたらいいと思っています。
534 地域のご近所付き合い(日本人と外国人)を促進させる。
535 島国ならではの文化を形成してきたことから特徴をいかした交流ができると良いのでは。

536
まだまだ埼玉北部では外国人が珍しく、なかなか交流の機会もありません。北部にも、国際
交流的なイベントがあるといいのにと思います。
人口減少もあり、移民受け入れも視野にいれ
ていかなければならない時期にきているのではないでしょうか。

537 ぜひとも積極的に推進してほしいです。

538
多文化共生は理想的だが、実際は摩擦が起こったりして難しい面もある。だが、そうした困難
を乗り越え、経験を積んだ後に実現する多文化が共生できる地域は、誰にとっても住みやす
く、またレジリエンスのある地域になると思う。

539
県立高校に、外国語、外国文化の教育学科を作って、学生に興味を持ってもらい、留学生を
たくさん受け入れてほしいです。

540 皆が理解し合って地域で楽しく暮らせるようになるといいと思う。
541 サッカー等のスポ－ツを通じての国際交流の推進

542
多文化共生プランの計画期間が５年は長すぎる。基本は２年以内で、長くても３年間にすべ
き。

543 今後必要なことだと思う。
544 同世代の交流パーティーを企画してほしい。

545

いつ、イベントなどがあるか分かりづらいので、もっと目立つような広報をしてほしい。たとえ
ば、駅にポスターを張ったり、捨て看板を立てたり（こっちはあまりお勧めではないが…）して、
人目に付くようにすればよいかと思う。インターネットは、アドレスを打たなくてはならないの
で、逆に人目に付きにくいか、よく見るような特定の人になってしまうから、あまり良い宣伝効
果にならないように思う。

546 今後はどうしても必要。


547
以前に比べて、外国の方が多く見かけようになった。参加した事はないが、市の広報誌に、国
際交流の祭り、イベントの告知を見かける。
公民館、コミュニティーセンターなどに、目立つ告
知をした方がよいと思います。

548 個人的にはホームステイの受け入れをしたいです。
549 交流機会の推進をお願いしたいです。
550 できることからやりたいが、どこでやれば良いかわかりません。


551

中学生の時に通っていた学校でのホームステイ交流が縁で、今でもアメリカの方と交流があ
ります。子どものときのこの経験で、外国の方との付き合い方の距離がぐっと縮まったと考え
ています。子どもにとって素晴らしいものだと思いますので、学生向けのホームステイ事業な
どを支援していただきたいです。

552 東京の方が埼玉よりも外国人の割合がかなり多いと思います。

553
交流を促進させて、それをどう昇華していくのか考える必要がある。定住なのか、意欲的な労
働力の獲得なのか、ただ仲良くしていくだけというのでは継続が難しいと思う。「なんのため
に」交流するのか、意見を出し合うことも必要ではないか。

554

多文化共生を考えるにはまず、自国の文化をよく知ることから始めなければいけないと思う。
そのうえで多国籍の人々の文化も尊重することが大切。また他国の文化を尊重する前に他国
の人に日本の文化、慣習を守ってもらうことが重要。旅行者でなくて定住者ならなおさら必
要。　まずは外国籍の人に日本のルールを守ってもらいたい。

555

最近、海外で、日本人がテロや犯罪に巻き込まれたり、いわれのない差別を受けるケースが
相次いでいます。更に一部の外国人による犯罪も、社会問題になっています。

国際交流も大事ですが、行政は日本人の保護をきちんと行ってほしいです。そして日本人へ
の不当な差別や、外国人犯罪も、断固たる姿勢で取り締まっていただきたいです。

556 もっと文化事業の促進
557 外国人の子供の教育（小学校・中学校）に母語を話せる補助教員の充実を期待している。
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558

外国人を受け入れる場合、日本人が距離をとってはいけないと思います。

住居地では地域住民が、職場にあっては同僚社員が積極的にかかわりを求める必要がある
と思います。
特に、居住地の場合、地域住民のみならず、行政機関も積極的にかかわりを持
ち、地域のリーダーにつなげていくことにより、個々の近隣住民が外国人とのかかわりを受け
入れ、求めるようになると考えます。
地域の自治会への加入率が低下していると聞きますが、
その対策こそが最優先ではないでしょうか。

観光で海外の都市を訪問しても、地元の人とのちょっとした交流が、大きな思い出になり、再
訪したいという気持ちにしてくれます。


559 地域に居住している外国人が公民館の活動に参加するように機会をつくる。
560 次世代の子たちが、小さい頃から国際交流していけば良いのでは？

561

国際交流も頭では必要性も理解できますが、感覚的に一歩引いてしまっています。

外国の方は一般的な日本人と比べて自己が強いですから。

以前、していた仕事で外国人の我の強さというか、自分のミスを相手のせいにして、がなりた
てるのにイライラしました。そういう経験をした人は結構いるんじゃないでしょうか。

562

今朝、タイのプーケットから戻って来たばかりですが、中国人が大勢いたのには驚かされまし
た。ホテルの標識などは英語、韓国語、中国語で書かれていて、日本語表示は全くありませ
んでした。最近では、欧州でも同様なことが見受けられます。日本経済力の後退というより
は、中国、韓国が力を付けてきた事によるものと思われます。中国人、韓国人の物怖じしない
性格からくるものかもしれませんが、日本人が目立たなくなっています。地球上がボーダーレ
スの時代になっているので、個々人の語学力をはじめとして、振る舞い方なども国際レベルに
なるべきと考えます。よって、埼玉県としても、積極的に多文化共生を推進することは意義深
いことと考えます。特に若年層を育てることに力を入れてはいかがかと考えます。

563 学校行事に多文化を取り入れる為の外国人学生を参加させる。

564
「郷に入っては郷に従え」が基本であり、それを理解して努力する者には、こちらも協力を惜し
まないというスタンスで接します。

565

やってみたいと思いつつ、会社や学校などに属していない一主婦の私なので、知り合ったり活
動したりする機会がありません。また、あったとしても、高額な参加料を払ったりするようなも
のは、主婦には難しいです。敷居が高くなく、乳幼児から高齢者までみんなが楽しめる国際交
流の機会があればうれしいなと思いました。

また、娘は４歳なので、たくさん国際交流の場を体験して、異文化コミュニケーションをしてほ
しいと思っています。

566
自宅にいる時間が少ないのでなかなか思うにまかせませんが、ホームステイの受け入れなど
やってみたいと考えています。

567
国際交流という言葉を使っていることが自体が「鎖国」的。その上で「多文化共生」というのは
よい方向で第一歩であると思う。その後のステップワークを示した方がわかりやすいと思う。

568

学生や社会人は国際交流のチャンスがあると思いますが、1番交流のチャンスのない主婦に
交流のできる場があるといいなと思います。それがどういうものかは思いつかないのですが、
外国の方と話すきっかけがあると主婦の視野も広がるし外国人に対しての先入観も変わって
くるのかなと思います。

569
島国である日本人がほんとうの意味で「多文化共生」を実現することは不可能です。それをふ
まえた上で、少しでもましな「多文化共生」に近い社会を実現するよう目標を定めて下さい。そ
うでなければ絵に描いた餅になるでしょう。

570
多文化共生は問題点もたくさんあり、反対をしている政治家もいると思うので、その点も議論
した上で政策を考えていくべきだと思います。

571
お祭りなどのイベントで交流できればいいなと思います。

バザーや屋台など家族連れも多く楽しく交流できるのではないでしょうか。

572 小中学校で外国の学校と姉妹交流をすればよい。

573

外国人がゴミ捨ての分別方法などの日常生活でうまくできないことがあります。

これは近隣住民とのトラブルの原因となります。

外国人が生活ルールの理解をできるように、外国人の生活支援ボランティア制度を導入する
とよいと思います。
この人材は、町の自治会で各々育成していき、外国人が近隣住民と交流
できるようにしていければよいと考えます。

574 交流できるきっかけの場を設けることがまず必要だと思います。
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575

外国人を優遇するあまり、県民の暮らしが悪くなる場合もある。外国人犯罪の取締り強化は、
外国人の移民と合わせて行う必要がある。

多文化共生といっても、先進国のレジャー、隣国の観光客、内戦の難民など、外国人の置か
れている状況はさまざまであり、富裕層のみを歓迎し、貧困層を歓迎しない内容になるのはよ
くないと思う。

観光客については、外国の有名な観光地の施策を担当者が実際に視察し、現地の担当課に
話を聞いてはどうか。

難民については、学業支援を大学と連携して行うべきだ。具体的には、難民援助基金を創設
し、来日して1月程度の簡易留学制度を無料で行い、少しでも難民の方々の将来が明るくなる
よう援助すべきだ。

観光客から外貨や情報を得たり、海外の文化を学ぶことは、大学と連携したほうが効率的で
あり、インとアウト、つまり、県民が享受する利益と、外国人が享受する利益とのバランス、外
国人においては、富裕層から難民まで、公平性を意識した政策が大切ではないかと思う。


576
埼玉県は、外国人が日本に住むようなった理由や原因を調査して、県民に説明して理解を求
めることが必要。県民の個人の自主的機会や努力に依存しないこと。

577 交流は子供たちにとってもプラス要因はあると思います。
578 地域の自治会レベルでも活動が可能なプランの作成も必要である。

579
国際交流・協力活動をしながら多文化共生の推進をするためには県民の皆さんのご理解とご
協力が不可欠であり、多文化共生の推進をご理解をいただきながら国際交流を深める必要
があります。

580

外国人といっても多種多様で素敵な人もいれば、危ない人もいます。

このアンケートは、外国人はみんな良い人前提で調査していますが、それでいいのか疑問で
す。

お互いに思いやる心が無いと、日本では生活しにくいと思います。


581 考え方とか発想の違いで学ぶべきところが多くあった。

582
市町村に「交流大使」などを置き積極的に活動してもらったらどうでしょう。先進地域（大宮、浦
和、川越、狭山？など）で行われている運営や仕組みを展開してみては？

583
国際交流・協力活動と多文化共生推進ために、外国人の方に日本の生活文化・制度につい
て理解してもらうのと同様に、私たちも外国人の方の母国の生活文化や制度についても学ぶ
ことが重要と思います。

584
もっと積極的に国際交流の場、イベント、交流会等の機会をもってほしい。日本語を教えるの
に公的補助がないのか。ボランティアから会費を取っているが、逆に謝金を出すぐらいの予算
を組んでほしい。

585 なぜ　そこまで　交流が必要なのか？
彼らに、直接聞いたほうがいいと思う。

586

地域性もあり以前住んでいた土地よりも外国人労働者も多く、近所にも生活する家族がいる
ので、共生と言う点では子供達も含めてきちんとした考えと対応が必要になってきていると思
う。文化の違いや思想・宗派など我々とは違う価値観を持っている人達を誠意をもって理解す
る姿勢と、日本の生活リズムや決まりを知ってもらう努力も必要であり、その為には住民だけ
でなく自治体のバックアップが不可欠と思う。企業経営者にもただの労働力としてだけでなく
共生すべき仲間という認識を強めて欲しい。小学校の友達時代から異文化との温かい理解
が大事で、親の考えを安易に押し付けるのではなく自分達で築くことに協力すべき。

587
単一民族である日本人にとって、グローバル化は大変重要なことです。

（今後ますます避けては通れない道です）

588
埼玉県は東京へのアクセスもいいので、職場は東京でも住む場所として埼玉県を選んでもら
えるよう、外国人の住みやすい環境作りが必要だと思います。

互いの文化を理解し合えるような集まりがあるといいと思います。

589
ボランティアの台湾留学生は、日本語は、あまり理解できませでした。それでも、十分に気持
ちが伝わりました。言葉なんて要らない、と感じています。
それでも、言葉が通じれば、もっと
解りあえたと思います。
この年で、国際交流中であることに喜びを感じています。

590
外国人も一時的に埼玉に住む外国人と長期の外国人に分かれると思います。

埼玉に長期にわたり住むことを考えている外国人との交流・外国人への埼玉の理解を増やす
ような活動を優先してもらいたいです。

591

日本人の感覚と外国人のそれは異なると思うので、精通した日本人や在住外国人に積極的
に伺う機会を設けることが必要と思います。

また、いろんな文化を紹介することは、他者を認めることにもつながり、寛容に捉えられるきっ
かけになると思います。

24 / 29 ページ



第７５回簡易アンケート（国際課）　国際交流・協力活動と多文化共生について 自由意見

592

海外に住んでいる孫が一時帰国し、日本の小学校に初めて通いました。

仲良くしてもらうためには相当子供なりに気を使っているようです。

同じ日本人ですが、海外に住んでいると、少し違うところが出てくるのですね。

その細かい違いをあれこれと観察し、区別するのですね。子供なりの自分のやり方が正しい、
違っているのは相手が間違っているとの考え方が小さい時から身についているのでしょう。文
化に違いがあれば、服装も考え方も違いがあるのは当たり前、日本がすべて、われわれがす
べて基準だというような考え方を押し付ける教育は多文化共生の推進には役立ちません。こ
こは日本だから、埼玉だから日本人と同じ行動を、考え方をしなければ住みづらい場所にはし
たくないですね。


593
近所に外国人住民がいるが、日本の習慣やマナーを全く理解しない、あるいは知ろうとせず、
周りの日本人に迷惑をかけている事が多い。彼らに共生しようとする意識を持ってもらうには
どうしたらいいかわからない。言葉の壁が最も大きいのかもしれない。

594 丁寧に、偏見なく、先入観なく、自由に交流できる機会と場を作ること。
595 外国人を外国人として見過ぎなのではないかと思います。日本自体が。

596

外国語を勉強し、海外留学の経験もあり、職場で外国の人と一緒に働いていた。国際交流は
心をオープンにして、異文化を理解しようとし、また日本の文化を正しく説明できるように努力
することで交流できることを知った。自分の知識が正確でなかったことも多々あった。正確な
語学力より、自分の考えを知ってもらい、外国の人の生き方を知る努力が大切のように思う。

597

外国の方とあまり接した事がないので、少し怖い感覚が正直あります。

ですが国際社会で日本も外国の方と一緒に住むような街作りも必要だとは思います。

なので、やはり日本の事を理解してもらってから住んでほしいですし、その為に自治体や企業
が文化や語学をきちんと学ばせてあげてほしいです。

598
国際交流は必要と思われる半面、文化の違いや生活の感覚のズレが気になる事が多々ある
ので、注意が必要。
例えば、大きな声で電話をしていたり、歩道のど真ん中を平気で歩いてい
たり、日本人ではあまりしない行為が目立つ。
盗難や犯罪全般なども…

599
JICAのシニアボランティアとして派遣される時に、県知事公館へ3回程、表敬訪問させていた
だいているが、関係部署の国際交流に関する業務が、今一つ不明確。

600 国際交流・協力活動と多文化共生の推進は、非常に大切なことだと思います。

601
つい言葉の壁を感じて、なかなか自ら交流の場に参加する事がないので何かのイベントや地
域の交流施設などで簡単な言葉を教わりながら交流を持てるようにしていきたいと思います。

602
小中学校に英語教師として何人かの外国人を採用してほしい。人種にもよると思いますが、
周りでそんなに外国の方達に接しません。子供達の英語。話す力をつけるように取り組んで
下さい。

603
日本における生活の中で、基本的な生活慣習が理解されてないと思います。
知らないという
ことがないようにゴミ捨てなどの生活に近いものの
指導を確実にした方がいいと思います。

604 働いている人が参加できる時間帯の、外国語講座を希望します。
605 どんな時でも、仲間がいれば、安心です。

606
・外国人の「日本」への理解を深める活動、交流の場

・日本人の国際感覚を身につける為の教育(’国際’の授業の創設)

・大人が外国語を身につけるための場所・・・交流に主体をおく

607 できる範囲で協力していきたいと思う。

608
埼玉県にあっては、世界の友好都市と積極かつ定期的に、食品の安全性、食生活に関する
調査、研究、情報の提供および国際交流の推進などを展開してほしい。

609 小さいときから、身近に異文化、外国人を感じられると良いと思う。
610 外国人とともだちになる機会を設けてほしい。
611 なぜ国際交流を推進するのか、県民に知らせてほしい。無駄金だとしか思えない。
612 デメリットしか感じられず、不必要。

613
まず生活するうえでの日本のルールの徹底をしてほしい。面倒だと思うが行政の責任窓口を
はっきり作り対応してほしい。


614

なかなか難しい問題だと思う。

特に公共の場所や夜間でもところ構わず、大声で話したり電話したりしてている姿が目立ち、
脅威だし日本人と交流する気がないのかと思ってしまう。

もちろんそうでない人は目立たないので、一部の方だけとは思うので、そういう関わり合いを
持ちたいと思っている人たちとの交流には関心があります。

615
国際交流・協力活動と多文化共生は人種・民族が違うと難しい。だからこそ、お互いを理解す
ることが重要になってくる。単に英語をしゃべれるから国際交流が推進されているというわけ
ではないように思う。お互いの文化を尊重する交流こそ大事だと感じる。
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616

外国人の住民の人達と、もっと交流できるように、各自治体で積極的に交流事業を進めてほ
しい。
いつの間にか近所に外国人が住んでいて、ゴミ出しとかルールが守られてなかったり、
お互い不安なこともあるので、自治体で交流事業を行ってもらえれば、そういう隔たりを少しで
も減らせると思う。
外国人観光客に向けて、埼玉の見所や魅力をアピールするようなパンフ
レットや駅などに案内の看板を設置したりするのもいいと思う。


617 情報、通信の高度化の社会で国際交流、協力活動は時代の流れです。

618
学生の時、茶道サークルに日本人学校のアジアの学生を招待しました。

その後も定期的な交流があり、とても楽しい経験ができました。

地域でも、海外の方達と自然な交流を持てる場が増えると良いなと思います。

619
講演会及び「国際交流・協力活動と多文化共生の推進」についてのPR（チラシの配布）をもっ
とやってほしい。

620
制度を作っても理解や意識を変えなければ本当の意味での自治体レベルの交流を広げるの
はむずかしいと思う。でも学生に対してはいろいろなチャンスをつくってあげられたらいいとも
思う。

621 民間レベルの文化交流を進めてほしい。


622

昔とは違い、最近はどこにいても外国人が目に付くようになっています。あまりベタベタすりよ
る様な付き合いではなく、いつもの隣人と付き合うような自然な付き合い方が大切だと思いま
す。特別扱いしない付き合い方が重要だと思います。行政としても多文化共生の名の下あま
りやり過ぎるのはどうかと思う。道路案内板や行政パンフレットなどの多言語表記ぐらいで良
いと思います。

623
食を通じて相互理解を深めることが参加しやすいと思います。年に１回程度市町村単位で参
加者を募り（材料支給）開催されればぜひ参加したいと思います。

624

日本語教育のボランティアを公民館で実施している。教える場合にNETでパソコンから学習情
報をとりたいが埼玉県では、公共施設にWiFi（無線LAN)を設置しているところが少ない。教え
る立場の私たちボランティアも、教わる外国人もWiFiが施設にあると学習の効果が非常に上
がる。（ちなみに公共施設（公民館・小学校等）にWiFiを設置しているのは和光市、朝霞市ぐら
い。まさにWiFi設置は「国際交流・協力活動と多文化共生の推進」に役立つ武器と思う。早急
に公民館に設置をお願いしたい。（さいたま市はどの公民館にもない）。小学校でもNETにつ
ながるパソコンが数台しかなく、児童に最新情報の提供がおくれている。WiFiの設置は教育体
制充実・教諭の指導支援に強力な武器となる。

和光市は時代を先取りした政策を行っていると感じる。


625
気がつけば、近隣住民は国籍が違う人たちが多い世の中になっています。自然に近所付き
合いや学校行事の参加などを通してお互いの理解が進むと思います。理解するのは重要で
すが、あまり「外国」という特別視をする必要もないかと思います。

626
国際交流等の前にお互いの生活習慣等を知り、日本においては、日本のルール、相手国に
おいては、相手国のルールを尊重していくことが、まずは必要であると思う。でなければ、共
生は難しくなっていくのではないかとおもいます。

627

外国の方はゲストです。受け入れる側はそれなりにもてなす意識がありますが、ゲストの方に
もゲストらしい振る舞いが要求されるという事を理解してもらいたいです。

「郷に行っては郷に従え」これを実践出来ない外国の方はゲスト扱いされなくとも仕方ないと
思います。
ルールを守り、常識の通じる方々となら、日本人は対等に付き合えると思います。

628

外国人といっても居住者のことか、観光客やビジネスで短期滞在者かによって各設問の意味
合いが違ってくると思う。
海外からの居住者が安心安全に充実した生活をおくれるのかと、多
くの海外観光客が訪れるような魅力を創造あるいは活用するというのと、埼玉の企業が海外
とのビジネスを充実させるなど目標によってやるべきことは違うはず。

629 実体験が無く、あまりピンときていない状況です。

630
近所の外国人の方がごみ収集日にきちんと出してくれなくて困っています。

交流などの前に日本の生活のルールを守っていただいて、それからの交流というものが生ま
れるのではないでしょうか？

631
広く国際交流を推進し、若い時代から、海外との交流をもつことにより、日本の良さ、あるいは
至らない点が見えてくると思います。
海外のよい所は、積極的に取り入れ、世界で活躍できる
人材を育成していくためにも、国際交流は、極めて重要だと考えます。

632
外国人は埼玉県の発展に大きく貢献するお客様。県民一丸となってもてなす気持ちが大事だ
と思います。

633 子どものころから日常生活、学校生活の中で、ごく自然に体験できるような環境が必要。

634
もっと行政の活動、外国人の受け入れ募集など大きくポスターやテレビ、広報などで取り上げ
るべきだ。
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635
(1) 青少年の海外親善派遣

(2) SNS(ソーシャルネットワーキングサービス)

(3) 広報誌の英語化


636
日常生活を送る上で外国人と接する機会が全くありません。

身近に国際交流センターがあったり、国際交流イベントがあれば是非関わっていきたいと思
います。そのような情報を入手しやすい環境の整備をお願いします。

637
オリンピックが開催されるので、それに向けて具体的に県内市町村単位での交流プログラム
が必要ではないか？

638

県が、より積極的に外国人を地域社会の中に受け入れられるように、このような場があります
よ、こんな会合やイベントがありますよ、と新聞広告などの媒体をつかって、告知をするべきだ
と思います。２０２０年のオリンピック・パラリンピックを控え、今から積極的に動きましょう！私
も協力します！！

639
スマートフォンなどＩＣＴによる多言語サポートの推進を行い、言葉の障害を低減すると良いと
思う。

640 あくまで国際交流なので、ある固定の国に注目することのないようにすればよいと思う。

641
企業経済活動で来た外国人家族の生活環境支援は推進。しかし富裕外国人・経済難民の為
に税金で共生社会作りには賛成できない。

642 日本の流儀や習慣を教えていかないといけないと思います｡

643
ゴミ出し等小さなところから外国人が地域に受け入れやすくなるように手助けは必要。それに
は簡単な挨拶からでも、やっぱりお互いの言語に興味を示さないと。

644
日本の文化とルールを厳格に守らせると同時に、彼らの文化や考えをまずは紹介する機会を
与えることが信頼を築くきっかけになると考えます。

645 外国の人ともっと交流できる場所がほしい。

646

日本人の英語や外国人に対する意識を改革する必要があると思います。

日本人は自国の文化・歴史に自虐的であり、自信と誇りを持っていない。さらに、外国人、特
に白人に対する、無意識的な崇拝の念があり、それを払拭しない限り、日本の真の国際化や
国際交流などできないと思います。いつまでも下手に出て、弱腰ではいけないと思います。そ
ういう意識をもった国際交流ならば賛成です。まずは、日本人の誇りと自信を育てることに力
を注ぐべきです。

647
外国人（難民）が多く住んでいるアパートがあります。ゴミの出し方、住環境を含め衛生的な雰
囲気を感じません。さらに劣悪な環境にならないことを望んでいます。

648
近隣の在住外国人が最も困っていることは日本語での意思疎通が十分できなくて困っている
ように感じます。今、そのような人々に日本語を教えています。ボランティアですから、日本語
教室の教室使用料や教材費の支援を市や県レベルからのサポートを望みたいものです。

649

生物多様化の中のひとつに人というものも位置することの理解を小さいころから深めたい。

おのずと隣の子が自分とは違っていてよいのだという事に慣れ。そして社会はそれぞれの個
性や特徴を支えのばし、後にはその個性や特徴、特技が社会を支えるのに最も必要なことで
あることを真剣に理解できるようにならねばならない。

これがわかれば外国人にも自然に接せられるようになり安全な人物か日本のルールを無視
し作為に満ちた人物であるか見極めができるようになる。

ゆとりをもって接せられるようになる。

先日テレビであまりにもひどい契約違反を外国人就労者に強いているのを知り、「我が国の
監督、取締り関係機関は怠けているな」と恥ずかしさを感じました。

650
企業活動の面での、共同事業の展開　すなわち、海外の事情および状況を知ることにより県
内の事業者が海外展開と行かなくとも、アイデアを活用することで継続的発展につながるよう
に、情報収集と講演を行い、意識を広く持つようにすべき。

651 外国の文化をもっと広める活動とともに、日本のことも知ってもらう機会が必要

652
埼玉県に外国人観光客が来るように、海外に埼玉県の観光名所をアピールするなどして　ま
ず、関心を持っていただくことが必要だと思います。

653 多文化共生プランの進行を確認推進する組織はできているのでしょうか？

654

ま先ず、運営・推進に関わる資金の永続的な確保基盤の醸成。日本人の意識改革(啓蒙な
ど）年少者を中心に各教育機関で育む。高校生～大学生には国際交流の義務化。物事を判
断できる大人の積極的交流参加(時には助成も考慮。）日本の風土を変えていく中央の具体
的施策の展開（今までお題目のように提起があるが具体的活動が少ないようだ）雑駁ですが
思いのまま記述。
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655
言葉の違い、生活習慣の違いが、大きな壁となっている。日本語学習を支援して意思疎通を
図り、生活習慣を周知して理解を求めれば、トラブルが減り、多文化共生が進むのではない
でしょうか。

656
グローバル時代、積極的に国際協力を進めるべき。

互いの文化、生活習慣を尊重すること。

子供たちに多文化に触れる経験を多く持たせる。

657
彩の国さいたま国際交流推進会議を立ち上げましょう！いくらでも有識者や民間事業者との
連携、紹介をします。

658 日本の文化をではなく、外国の文化を吸収し日本風にアレンジできれば。
659 活発な交流が必要と思います。

660
住むのなら、住みたい場所の暗黙のルールや規則は最低限理解してからにするべき。

旅行と違い、住むのなら言語はマスターしてからにするのが当然だと思うし、マスターできない
なら移住すべきではない。

661
マナーなど教えてあげればわかることもあると思います。人種が違うからという目で守ってい
る方も守られていないように見てしまうことがあると思うので、教えてあげたりする場があれば
よいと思います。

662
中国人やフィリピン人が多いにもかかわらず、一般の店で外国語を話せるスタッフが不足して
おり、パンフレットのような外国語の説明文書も用意されていないのは、日本語ができない外
国人には不便のように感じます。もう少し配慮できればと思います。

663

途上国からの移住者の２世以降が、社会への不適応から犯罪集団を形成したり、社会的摩
擦を起こしやすくなっているのは、日本より人権意識に敏感で、地域活動もより活発な欧州で
も大きな問題となっている。国際交流もイベント型の活動も意味があるが、より個人とかかわ
るシステムが必要であり、定住型外国人を対象とした民生委員的な制度を作るべきと思う。川
口では、中国人、イラン人などが激増しており、早急な対応が必要。ボランティアでの担い手
も多い。

664
もっと普通の生活で、同じ埼玉県民として接する機会が増えるといいなと思います。お互いの
価値観が、もっと広がって、もっと思いやりを持てるようになれると、戦争もなくなる気がしま
す。

665
子供が高校生のときに短期交換留学生としてフィリピンに行きフィリピンの高校生も自宅に
ホームステイ先として来ていたことがあります。食事は気を使い天麩羅や寿司等を出しました
が、日常的なものがいいようです。

666 以前は興味がありましたが、今余裕がなくお手伝いできずにいます。

667

埼玉県に住んでいる外国人が安心して日常生活を過ごせるように、住んでいる地域の生活
ルールや習慣等を理解してもらう事がまず大事だと考えます。積極的に外国人住民との交流
の場を作り、無料の日本語教室を開いたり、相談の窓口や情報提供の場を設けてはいかが
でしょうか。そのような機会に、私も、ボランティアとして参加したいです。


668 県や市などを中心としたイベントなどをする。
669 外国人との交流の場を多く設けると共にその開催場のPRを今まで以上に設けてほしい。

670
外国人家族が一家族1つ限りと明記された卵を何百パックとモラル無く買っていく光景が近所
のスーパーで毎週繰り広げられています。こういった時、地元の外国人コミュニティと市民が
気軽に会話できる場があればいいのになと思います。

671 若い人を中心に積極的に学校間などで交流を図るといいと思います。

672
いつも常々思うのですが、国際交流の
場を設けるのであればいつも似通ったメンバーではな
く、埼玉県民一人一人平等にチャンスを与えてあげて下さい。

673
自分の学生時代から外国人との共生は普通だったので、現在も特に考えず接している。日本
国内では、お互いの文化や生活に干渉しすぎず、助けあったり話しあったりして、普通に接し
ていけば良いと思う。

674

子どものいる外国人世帯が日本の学校（小中学校）にスムーズに馴染んでいけるような、シス
テム・工夫が必要かと思います。親子とも、うまく馴染めず、孤立していては、先生方が大いに
苦労することになります。外国人同士でうまく情報交換して、アドバイスしあえる場を作ること
も有効かと思います。

675

今後、東京オリンピックの開催などにより、埼玉にはより多くの外国人が訪れることが予想さ
れます。

したがって、日本人の有志による英語ボランティアの募集の促進を図っていくべきだと思いま
す。
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676

現実的には交流の機会はほとんど無いに等しく、外国人住民が、どれほどいて何に悩んだり
ヘルプやサポートを必要としているのか知らない。

日本語は堪能な外国人も多く見かけるがもっと民間レベルでの交流が図れるようなサポート
を県としてもすべきだと思います。

677
国際交流・協力活動と多文化共生の推進も重要です。

が、原点に返り、日本人の生活の基盤となる
就業環境を改善することが急務でしょう。

678
自分の身近なところから、交流する機会を作るよう心掛けて行くと、社会全体に広がって行くと
思います。

679 社会人でも国際交流ができるような場や団体をあちこちに作ってほしいです。

680
学校ではこれからますます英語教育に力をいれるため、こどもたちが自然な形でその必要性
や国際交流できる楽しさを体感できるような機会がたくさんあると勉強意欲にもつながると思
います。

681

都内で 遭遇した事ですが 埼玉でも あり得る事ですので…。公式トイレで女子トイレが和式の
為に とても困っている外国人の旅行者の方をみかけました。最低でも 使用法の説明を設置
するか、和式だけの所は様式トイレの導入をするとか必要なのでは？

ボランティア等の調査もいるのでは？
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